
(1) 

本
年
度
縣
民
税
等
の

日
増
徽
決
る

〇
県
で
は
、
県
税
の
増
牧
を
三
百
円

2

は
か
る
た
め
、
昭
和
三
十
二
三
十
五
万
円
以
上

月
年
度
県
民
税
及
び
不
動
産
取
五
百
円

4

得
税
の
税
率
を
去
る
三
月
ニ
―
-
、
法
人
等
の
県
民
税
の
均

年
十
九
日
次
の
通
り
決
定
し
ま
等
割

2

し
た
。
資
本
金
又
は
出
資
金

8

昭
和
三
十
二
年
度
か
ら
適
五
十
万
円
未
満

和
用
に
な
り
ま
す
。
千
一

1
百
円

昭
一
、
個
人
の
県
民
税
の
均
等
五
十
万
円
以
上

割
三
百
五
十
万
円
未
満

総
所
得
金
額
二
千
円

二
十
四
万
円
未
満
＝
一
百
五
十
万
円
以
上

百
十
円
一
三
千
円

―
―
十
四
万
円
以
上
不
動
産
取
得
税
の
税
率
は
百

三
十
五
万
円
未
満
分
の
五
と
な
り
ま
し
た
。
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新
年
度
豫
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立

村
一
そ
の
他
十
一
砥
＂
を
議
了
健
全
財
政
の
黄
盤
に
た
っ
]
.
]

四
言
汀
9
”

口
戸
鱈
い
彗
屁
部
孝
三
『
新
年
度
予
算
の
あ
ら
ま
し
・

1
1

平
和
な
村
を
建
設
し
一
議
会
は
三
月
十
一
日
か
ら
十
竹
越
良
之
助
、
飯
塚
贋
司
本
村
に
お
い
て
は
合
併
後

⇒
叫
以
盟
刊
付
廿
ゴ
甘
f

T
"
­

月
一
村
民
の
福
利
増
進
を
九
日
ま
で
九
日
間
に
わ
た
り
の
一
二
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
才
一

1一
年
目
を
迎
え
、
今
日
ま
の
オ
入
規
模
を
策
定
し
た
の

⑧
公
平
委
員
選
任
に
つ
い
て
で
幾
多
の
苦
し
い
行
財
政
の
で
あ
り
ま
す
。

三
一
推
進
す
る
新
年
度
予
一
開
か
れ
、
次
の
こ
と
が
ら
を
（
原
案
可
決
）
難
関
を
克
服
し
、
や
う
や
く
オ
出
に
つ
い
て
は
財
源
の

き
め
ま
し
任
期
満
了
し
た
日
比
野
和
に
し
て
村
名
に
ふ
さ
わ
し
い
許
す
範
囲
内
に
お
い
て
重
点

吉
氏
を
再
任
明
る
い
平
和
な
村
の
甚
礎
が
的
配
分
に
よ
る
経
費
の
効
率

④
監
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
愈
々
こ
れ
的
使
用
、
財
政
規
模
の
合
理

①
渡
船
越
（
原
案
可
決
）
か
ら
村
の
総
仕
上
げ
が
行
わ
化
及
び
財
政
構
造
の
正
常
化

立
請
負
田
部
井
富
次
氏
を
選
任
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
を
図
る
こ
と
を
基
本
方
針
と

受
諾
に
⑥
土
地
購
入
に
つ
い
て
そ
こ
で
新
年
度
の
予
算
編
し
て
確
実
な
る
財
源
の
範
囲

成
こ
当
っ
て
は
先
ず
オ
入
に
内
に
お
い
て
オ
出
全
般
の
規

（
原
案
可
決
）
つ
い
て
は
村
税
牧
入
は
昨
年
模
を
策
定
し
た
の
で
あ
り
ま

（
原
案
千
江
田
中
学
校
敷
地
の
未
度
同
様
と
し
村
民
税
石
百
八
す
。
即
ち
消
費
的
経
費
は
極

可
決
）
買
牧
士
地
を
購
入
十
万
五
千
円
、
固
定
資
産
税
力
限
度
ま
で
切
り
下
げ
、
負

®
寄
附
受
入
に
つ
い
て
八
百
六
十
六
万
三
千
円
、
自
担
金
、
補
助
金
等
は
法
の
制

千
津
井
千
江
田
中
学
校
敷
地
と
し
転
車
荷
車
税
百
二
十
六
万
六
限
を
受
け
て
い
る
の
で
重
点

渡
船
を
て
荒
井
澄
子
、
柿
沼
静
の
千
円
、
た
ば
こ
消
費
税
百
三
的
に
取
捨
選
択
し
適
正
な
る

年
額
四
両
氏
よ
り
寄
附
さ
れ
た
土
十
万
円
、
電
気
ガ
ス
税
七
十
助
成
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

地
の
受
入
四
万
円
、
そ
の
他
と
な
っ
て
次
に
新
規
事
業
に
つ
い
て

十
二
万
⑦
一
時
借
入
金
に
つ
い
て
居
り
全
体
の
六
割
三
分
八
厘
は
財
政
再
建
の
年
と
し
て
極

五
千
円
（
原
案
可
決
）
を
占
め
て
い
ま
す
。
力
こ
れ
を
さ
け
重
点
的
に
施

で
県
よ
⑧
三
十
一
年
度
一
般
会
計
追
次
に
地
方
交
付
税
に
つ
い
策
を
う
ち
た
て
た
わ
け
で
あ

加
更
正
予
算
（
原
案
可
決
）
て
ぱ
昨
年
度
の
実
績
額
の
う
り
ま
し
て
、
建
村
三
年
目
を

⑨
三
十
一
年
度
国
保
特
別
会
ち
普
通
交
付
税
の
み
を
八
百
迎
え
健
全
財
政
の
基
盤
確
立

り
請
負

う
こ
と
計
追
加
更
正
予
算
（
原
案
―
二
十
四
万
三
千
円
を
計
上
し
を
目
標
と
し
て
新
年
度
の
予

®
国
民
健
可
決
）
国
庫
補
助
金
県
費
補
助
金
そ
算
が
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

康
保
険
⑩
三
十
一
一
年
度
一
般
会
計
予
の
他
の
牧
入
を
合
せ
て
合
計
り
ま
す
。

l

運
営
協

4
f

議
会
の

委
員
選
．

任
に
つ

報
ー＼．．ー99 ^ 

新 年 度 予 算 会 議

明印かj....絨会計を．オ出予算

⑪
頭
に
コ
ニ
麟
応
特
別
会
猛
認
芸
猛
翫

計
予
算
（
原
案
可
決
）
編
成

⑲
三
十
一
一
年
度
渡
船
特
別
会
尚
⑩
及
び
⑪
の
内
容
に
つ
い

計
予
算
盆
原
案
可
決
）
一
て
は
別
項
に
詳
載
し
ま
す
。
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. 梅
原
有
す
る
世
帯
で
、
全
員
身
体

消
防
団
大
改
革
〖
[
〖
‘
矢
島
、
入
ケ
谷
日
汀
窪
鯰

す
。

可
搬
動
カ
ポ
ン
。
フ
六
台
購
入
3
0町
歩
の
声
一
ふ
門
且
”

消
防
団
も
明
和
村
合
併
に
よ
り
本
部
三
班
、
分
団
十
六
、
消
防
団
貝
合
計
五
三
五
名
の
皿
〖
羹
（
経
尚

E

民
[
[
[
』
5
[
5
[
L
i
t
l
u

大
部
隊
で
一
一
ケ
年
運
営
し
て
来
ま
し
た
が
、
御
承
知
の
通
り
本
部
に
は
自
動
車
ボ
ン
プ
一

1一
緯
-
.

台
あ
り
ま
す
が
、
分
団
は
各
々
四
十
年
か
ら
六
十
年
の
古
物
に
て
県
下
に
も
腕
用
ポ
ン
プ
日
本
海
外
協
会
連
合
会
を
ど
な
く
、
原
始
林
に
お
お
わ

を
使
用
し
て
居
る
消
防
団
は
二
、
一1一
ケ
所
し
か
な
く
、
こ
＼
に
大
英
断
を
持
っ
て
可
搬
動
通
じ
て
ポ
リ
ウ
イ
ア
国
サ
ン
れ
て
い
る
。
雨
斌
年
間
を
通

カ
ボ
ン
プ
六
台
を
購
入
、
自
動
車
ポ
ン
プ
と
合
せ
て
九
」
．
分
団
、
編
成
人
員
も
一
四
一
一
名
フ
ァ
ン
植
民
地
自
営
開
拓
移
じ
て
一
三
五
〇
｀
く
リ
程
度
、

に
滅
員
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
住
者
並
に
パ
ラ
グ
ワ
イ
国
フ
気
混
は
最
低
―
―
一
度
、
最
高

吐
出
圧
消
防
団
改
革
は
九
ヶ
分
団
ラ
ム
植
民
地
自
営
開
拓
移
住
三
六
度
、
既
入
植
者
も
異
口

-
0
三
ー
に
て
、
左
記
編
成
で
す
。
者
の
募
集
が
行
は
れ
て
お
り
同
音
に
、
想
像
し
て
い
た
よ

一
五
0

自
動
車
ポ
ン
プ
一
分
団
一
ま
す
。
移
住
者
の
資
格
は
一
り
薪
か
に
よ
い
理
想
の
地
で

．
吐
出
量
四
名
、
可
搬
動
カ
ボ
ン
プ
分
夫
婦
又
は
一
夫
婦
を
基
幹
と
あ
る
と
云
っ
て
い
る
。
研
究

]
ゞ
f3

』
噂
＝
彗
5
0、
本
部
四
名
の
―
且
＂
げ
冒
[
,
'
心
碍

i
八
馬
ヵ
水
防
に
付
て
は
消
防
団
員

f
が
重
量
―
―
の
外
に
現
在
消
防
団
貝
よ
り
こ
れ
か
ら
多
く
な
る

名
‘
·
}
六
貫
｀
退
団
さ
れ
る
人
員
を
水
防
団(
r
.. 
(‘ 

... (
‘
i
ー
.... 

，
．
｛
・
＼

.... 
, ...... 

, .. 

正
畔
員
と
し
て
一
朝
有
事
の
水
防
か
っ
ぱ
．
ら
い

に
そ
な
へ
る
事
に
な
り
ま
し

に
て
運
搬
た
。
．
気
候
が
暖
か
く
な
る
と
、
の
携
帯
品
を
盗
む
ひ
っ
た
＜

報
致
し
ま
す
な
お
今
迄
の
腕
用
ボ
ン
プ
気
分
的
に
む
ゆ
る
み
が
出
て
り
」
路
上
や
空
地
な
ど
に
置

賊
に
ね
ら
わ
れ
る
機
会
が
多
い
て
あ
も
物
を
盗
っ
て
行
く

．
が
、
火
災
は
各
区
に
移
管
し
各
区
に
於

v
な
り
ま
す
。
「
雑
物
盗
」
な
ど
が
あ
り
ま

現
場
に
て
て
自
治
消
防
に
活
用
し
て
載
特
に
四
月
頃
か
ら
、
か
っ
す
。

廣
．
＇
は
一
一
人
で
く
書
で
す
。
ば
ら
い
に
よ
る
被
害
が
多
発
I
I
か
っ
ば
ら
い
／
に
は
、

持
て
ま
す
自
動
車
ボ
ン
テ
分
団
い
た
し
ま
す
。
犯
行
方
法
が
き
わ
め
て
容
易

の
で
、
ど
上
江
黒
し
千
津
井
い
夕
]
い
匹
墾
国

5
加
恥5年
豆
切
：
臼
い
い
]
九
豆
謳

村
念
回
購
入
決
定
致
し
ま
し
ん
な
所
へ
で
も
持
運
ぶ
こ
と
新
里
し
中
谷
あ
っ
て
、
玄
関
あ
ら
し
や
、
り
次
オ
に
行
わ
れ
る
の
で
、

た
可
搬
動
カ
ボ
ン
プ
は
、
卜
が
出
来
、
操
作
も
五
人
で
行
須
賀
し
川
俣
窓
際
の
も
の
を
盗
む
「
室
内
次
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け

J
ハ
ッ
ボ
ン
プ
のVK
I型
．
へ
ま
す
の
で
、
火
災
に
対
し
可
搬
動
カ
ポ
ン
プ
分
団
ね
ら
い
L
干
物
を
と
る
「
干
て
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
注
滋

物
盗
」
自
転
車
を
専
問
に
盗
し
て
下
さ
い
。

ニ
八
馬
力
（
国
家
消
防
本
部
て
は
消
火
に
一
大
威
力
を
発
下
江
黒
し
斗
合
田
．
む
「
自
転
車
盗
」
手
さ
げ
鞄

1

一
番
盗
ま
れ
て
い
る
の
は

手
．
検
定
合
格B
2
)
に
て
揮
出
来
る
と
信
じ
ま
す
。
江
口
し
田
島
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
、
そ
の
他
自
転
車
で
、
県
内
で
は
一

日
平
均
七
台
が
盗
ま
れ
て

＂
し
ま
す
。
自
転
車
は
カ
ギ

i
A
.
‘
、
.
‘
，
．.ヽ.. 
｀
ー.. 
2
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．
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、

明
ご
J
れ
か
ら
の
螢
農
こ
の
よ
う
に
早
づ
く
り
で
る
。
右
の
ご
と
く
七
月
下
旬
｛
を
か
け
必
ら
ず
目
の
と
ど

七
月
一
ぱ
い
に
八
し
九
俵
の
に
反
当
り
八
ー
九
俵
の
反
牧
｛
く
所
に
置
く
こ
と
。

]
.
[
•
例
が
刷
．

I
I
l
．
釘
配
分
且
信
い
喜
昇
臼
且
噂
宣
言

笠
地
の
高
度
利
用
、
労
仇
生
温
苗
代
を
つ
く
れ
ば
春
の
彼
か
ら
早
づ
く
り
す
る
こ
と
が
お
い
て
、
刈
取
り
前
に
ひ
ろ
～
抑
売
り
や
悪
質
消
毒
業
者

｝
な
ど
の
予
防
に
小
必
要
な

）
産
性
の
向
上
、
労
仇
ピ
ー
ク
岸
ご
ろ
か
ら
水
稲
の
育
苗
に
生
産
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
い
株
閲
に
オ
一
一
回
目
の
移
植
｛
こ
と
で
す
。

ぢ
切
く
ず
し
と
い
．
う
こ
と
が
と
り
か
叡
れ
る
。
本
県
よ
り
も
っ
と
も
適
切
で
あ
る
の
で
を
行
っ
て
二
期
作
を
行
い
、

~
3行
商
人
そ
の
他
来
訪
者
に

焉
に
問
題
に
さ
れ
る
が
、
．
こ
暖
か
い
千
葉
県
で
は
早
い
ふ
近
代
植
物
生
理
学
の
知
見
を
米
の
牧
穫
拭
を
い
ち
じ
る
し
｛
対
し
て
も
い
ち
早
く
応
待

・
官
は
作
付
体
系
の
工
夫
に
よ
の
は
i
一
月
の
う
ち
か
ら
育
苗
も
っ
て
説
明
さ
れ
る
と
当
然
く
多
く
す
る
こ
と
も
で
き
、
｛
に
で
て

1
1
か
っ
ぱ
ら
い
、

｛
に
注
意
す
る
こ
と
。

•
4

窓
際
な
ど
表
か
ら
手
の
と

日
ぢ
て
割
合
い
簡
単
に
片
ず
く
が
は
じ
ま
る
と
い
う
。
昭
和
の
帰
結
で
あ
り
、
溢
度
の
昇
さ
ら
に
オ
ー
一
期
作
の
牧
穫
ご
f

0

ざ
と
が
多
ぺ
で
事
例
に
よ
っ
一

1一
十
一
年
度
に
千
葉
県
の
農
り
す
ぎ
で
根
の
生
理
幽
を
害
し
に
青
刈
作
物
を
栽
培
し
て
、
”
ど
く
万
こ
貴
菫
品
や
衣
類

2

そ
実
証
さ
れ
て
い
る
。
作
付
業
試
験
場
で
「
新
栄
」
と
い
や
す
い
水
田
で
は
高
涸
多
照
翌
年
は
ま
た
そ
の
あ
と
に
水

5

な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に

~
”
す
る
こ
と
。

.
5
店
舗
荒
し
を
防
ぐ
た
め
に

月
注
菜
の
改
善
こ
そ
炉
、
せ
ま
う
極
早
生
の
品
種
を
用
い
て
の
季
節
に
稲
が
繁
茂
し
て
田
稲
を
早
植
す
る
と
い
う
三
毛
i店

先
の
商
品
は
、
整
理
し

4
}

い
土
地
を
ひ
ろ
く
使
い
、
有
や
っ
た
試
験
で
は
、
驚
く
ほ
面
に
強
烈
の
日
射
が
逹
し
な
作
の
作
付
体
系
が
成
立
す
る
｛

年
｝
り
あ
ま
る
労
仇
力
を
充
分
消
ど
高
い
牧
穫
が
得
ら
れ
て
い
い
状
限
に
な
っ
て
い
る
こ
七
の
で
あ
る
。
畑
作
な
ぞ
五
毛
｝
た
へ
ず
監
視
を
怠
ら
な
い

2

花
し
、
か
つ
労
力
を
要
す
る
る
。
、
が
む
し
ろ
望
ま
し
い
の
で
あ
作
、
六
毛
作
も
の
作
付
体
系
f
こ
と
。•
5
6

洗
濯
物
は
目
の
と
ど
く
所

8

●
時
期
が
一
時
に
集
中
す
る
こ
—
．
も
出
来
ま
～
に
干
し
、
夜
は
必
ず
取
り
—
,

.. d
 

和
f
と
を
な
く
す
る
唯
一
の
や
す
昭
和
―
―
―
十
一
年
度
早
期
作
試
瞼
成
績
せ
う
、
研
｛
込
む
こ
と
。

｀
い
[
i
n
[
]
誓
言
g
汀
｀
｀
一
攣
『
真
喜

)
.
-
r
-

―
-
g
‘
菜
‘
-
m
、

1
-
d
突
—H、
g-
=
-
R

哭
―
―
-
‘
六
九
《
―
―
呈
―

1
1、

九
i
と

3

ァ
ー
ル
や
ポ
リ
エ
チ
リ
ン
―
―
―
、
g
m
^
K
ヽ

1思
、

1
1
1
0

七
g
-
{
、0

1 ―
―
―
―
―

1
0
皇
―
―
-
、
g

o
-―
蒻
芦
辛
f
8
盗
ま
れ
た
ら
、
ど
ん
な
少

.
”
あ
る
い
は
油
紙
を
用
い
て
保
―
―
-
‘
一
七
四
｀

1
-四
六
、-
l七9、
一0

温

1
;
;
`

。

1
-
l
-
M
o

六
―
―
―
写
‘
―
-
^
七

5

し
で
も
必
ず
届
け
る
こ
と

ぐ

‘
1
t
i
l
i
~
.
t
i
ー
、
．
i
i
}
.
i
i
l
l

i
l
~
I
I

t
i
t
i
l
l
l
t
l
l
t
ー
9
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国
保
協
力
家
庭
と
一

優
良
乳
幼
兒
表
彰

去
る
三
月
一
日
、
役
場
に
良
塩
代
松
、
関
口
と
ら
、
江
井
久
美
子
、
田
島
日
比
野

お
い
て
三
ヶ
年
以
上
医
師
に
森
峯
三
郎
、
和
田
ょ
し
、
内
久
、
梅
原
吉
永
義
夫
、
南

琥
か
ヽ
ら
な
か
っ
た
方
々
と
乳
山
勇
三
郎
、
新
見
福
私
、
丸
大
島
栗
原
作
夫
、
川
俣

幼
優
良
児
表
彰
式
が
行
は
れ
山
末
吉
。
奈
良
益
義
、
田
島
奈
良
和

1
-
：
し
た
。
優
良
乳
幼
児
（
順
位
順
）
『
：

m見
員

町
田
知
恵
、
新
里
細
田
昌

彦
、
江
口
木
村
政
美
、
梅

第
i

原
吉
永
嘉
雅
、
入
ケ
谷

金
子
貞
江
、
斗
合
田
大
谷
．
可
血
受
動
j
J
ポ
ン
プ
に
、

麿
、
矢
島
大
隅
重
樹
、
倖
血
ク
～
て
g

m
北
小
油
四
釦
げ

h
ソ

南
大
島
新
田
部
落
で
は
、
部
落
二
三
戸
総
出
に
て
、
栗

梅
原
田
部
井
富
治
江
、
梅

一
朝
有
事
に
そ
な
へ
て
貯
水
原
栄
一
ー
氏
宅
裏
へ
五
間
に
三

原
始
沢
稔
、
南
大
島

E
。
池
の
完
備
を
計
る
ぺ
く
、
四
間
の
立
邪
な
貯
水
池
作
り
を

帆
足
千
明
、
川
俣
奈
良
義

一
月
一
日
一
一
日
三
日
の
一

1一
日
間
行
っ
た

．
ー
管
内
小
中
学
校
一

教
員
異
動
「
一L'
土
地
改
良
一

0
に
出

報
池
浦
留
治
梅
小
長
よ
り
―
|
—
県
管
事
業
に
つ
い
て
ー

一
．
大
川
小
長
へ
．
狐
の
公
報
に
よ
り
県
営
の
ま
し
て
七
七
九
万
円
の
割
当

賣
一
島
野
留
吉
佐
中
長
よ
り
事
業
割
当
額
才
一
回
は
一
｝
五
額
に
な
り
ま
す
。
此
の
事
業

長
柄
中
長
へ
八
万
円
と
御
知
ら
せ
申
し
た
費
に
て
左
記
の
通
り
三
十
一

一
通
り
で
し
た
が
、
其
後
一
一
月
年
度
と
し
て
事
業
が
施
行
さ

大
隅
智
恵
子
佐
小
よ
り

寸
一
赤
羽
小
へ
＿
末
日
追
加
割
当
が
五
三
万
れ
て
居
り
ま
す
か
ら
御
知
ら

円
あ
り
ま
し
た
。
合
計
致
し
せ
致
し
ま
す
。

和明 (4) a
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ク

荒
川
実
郎

茂
木
千
枝

川
島
ノ
プ

〇
転
入

若
江
儀
三
郎
館
南
小
長

よ
り
梅
小
長
へ

岩
崎
五
作
中
野
中
長
よ

り
佐
中
長
へ

江
森
ユ
キ
子
赤
羽
小
よ

り
佐
小
ヘ

〇
転
補
（
管
内
異
動
）

根
岸
麒
一
佐
小
よ
り
梅

小
ヘ
ー
教
頭

梅
小
よ
り
佐

小
ヘ
ー
教
頭

佐
小
よ
り
梅

小
ヘ

梅
小
よ
り
佐

小
ヘ

施
行

種
別

名
称
一
区
別
＿
請
負
人
＿
施
行
羅
＿

噌
尋
配
り
下
＿
闘
〗
句
i

o
lざ
正
儡

仝
―
オ
ニ
エ
区
田
村
組
＿
弓
一
、
三
四
＿
仝

一
仝
一
板
倉
町

叶
―
ぎ
一
エ
区
一
荒
井
組
一
―
互
四
、
六
四
＿
仝

仝
明
和
村

仝
才
四
工
区
一
栗
原
組
一
己
八
九
f
五

0
＿
仝

一
仝
｀

9
-

板
倉
町

霜
喜
累
叙
よ
り
ド
疇
麟
―
七
九
、

0
0

靡

仝
＿
才
一
一
工
区
荒
井
組
一
―
五
ヒ
、
六

0

＿
仝

仝
一
明
和
村

（南大島新田部落の貯水池作り）



• (1) 

一
、
引
揚
者
給
付
金
は
、
引
て
日
本
の
国
籍
を
も
っ
て
い
i
十
八
才
未
滴
で
あ
っ
た
場
合

揚
者
で
昭
和
三
十
一
一
年
四
月
る
も
の
に
支
給
さ
れ
る
。
こ
は
一
五
、
0
0
0
円
で
あ
り

一
日
に
お
い
て
日
本
の
国
籍
1

終
戦
の
日
に
外
地
に
あ
っ
＿
引
揚
後
死
亡
し
た
者
の
遺
族

を
も
っ
て
い
る
も
の
に
は
、
た
者
で
引
揚
前
に
外
地
で
死
一
に
支
給
す
る
の
は
、
死
亡
し

終
戦
の
日
の
年
令
の
区
分
に
亡
し
た
も
の
ー
た
者
の
終
戦
の
日
の
年
令
区

よ
り
、
五
十
才
以
上
で
あ
っ
2
ソ
連
参
戦
の
日
に
外
地
に
―
分
に
よ
っ
て
引
揚
者
給
付

た
者
は
二
八
、
0
0
0

円
、
あ
っ
た
者
で
ソ
連
の
参
戦
に
金
に
見
合
う
同
額
を
支
給
す

報
1
1一

十
才
以
上
五
十
才
未
満
で
伴
っ
て
発
生
し
た
事
態
に
よ
＿
る
。

あ
っ
た
者
は
一
5

、

0
0
0

っ
て
本
邦
に
引
揚
げ
な
け
れ
引
揚
者
給
付
金
お
よ
び
遺
族

円
、
十
八
才
以
上
三
十
才
未
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
後
終
戦
給
付
金
は
現
金
で
は
支
給
せ

廣
満
で
あ
、
っ
た
者
は
一
五
、

0

前
外
地
で
死
亡
し
た
屯
の
．
ず
、
年
利
六
分
、
十
年
以
内

0
0
円
、
十
八
才
未
満
で
あ

3

昭
和
一
二
十
二
年
三
月
一
二
十
に
償
遠
さ
れ
る
記
名
国
債
で

っ
た
者
は
七
、
0
0
0

円
、
一
日
ま
で
に
死
亡
し
た
引
揚
支
給
さ
れ
る
。

村
な
お
引
揚
者
の
う
ち
、
戦
犯
者

C

死
亡
の
当
時
二
十
五
オ
以
上
支
給
法
の
概
要
を
お
知

者
で
平
和
条
約
発
効
後
引
揚
以
上
で
あ
っ
た
も
の
ら
せ
い
た
し
、
な
お
、
詳
細

げ
た
も
の
ま
た
は
釈
放
さ
れ
迫
族
給
付
金
の
額
は
、
引
揚
に
つ
い
て
は
引
揚
者
の
皆
さ

．1
1．
た
も
の
に
は
、
年
令
に
か
か
前
に
死
亡
し
た
者
の
遺
族
に
ん
に
は
御
指
示
を
い
た
し
ま

わ
ら
ず
す
べ
て
二
八
、
0
0

支
給
す
る
も
の
は
、
死
亡
し
す
。夏

は
た
ぺ
も
の
、
の
み
も

0
円
の
給
付
金
が
支
給
さ
れ
た
者
の
終
戦
の
月

(
2
の
死

の
に
注
意
し
て
伝
羹
綱
に
か

る
。
亡
者
に
つ
い
て
は
そ
の
死
亡

`
)
か
ら
ぬ
よ
う
注
鵞
し
ま
し
よ

―
-
、
遺
族
給
付
金
は
次
に
揚
の
日
）
の
年
令
の
区
分
に
よ

う
。

げ
る
死
亡
者
の
遺
族
で
昭
和
り
、
十
八
才
以
上
で
あ
っ
t

三
十
二
年
四
月
一
日
に
お
い
場
合
は
一
一
八
｀
0
0
0
円
、

t
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佐
中
図
書
館
さ
き
に
大
正
九
年
佐
貫
尋

起
工
式
終
る
常
高
等
小
学
校
卒
業
生
田
口

役
場
倉
庫
贋
さ
ん
ら
四
十
八
名
よ
り
佐
中
図
書
館
建
築
資
金
と
し

て
―
-
+
1
1
一
万
九
千
五
百
円
の

寄
附
が
あ
っ
た
の
で
早
急
に

図
書
館
の
設
計
を
な
し
、
総

経
費
五
十
七
万
六
千
円
で
―
―

十
坪
の
図
書
館
を
建
築
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
役
場
の
書
類
倉
庫
も

別
欄
登
載
の
通
り
建
築
す
る

こ
と
に
決
定
し
、
エ
費
二
十

五
万
円
と
し
、
い
づ
れ
も
大

佐
貫
神
田
材
木
店
で
請
負
う

こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
去
月
十
六
R

現
地

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
起

H
式

を
行
っ
た
。
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豆
「
明
和
村
の
歌

l

疇
嗅
置
髯
麟
胃

印
一
春
山
武
政
作
東
武
の
鉄
低
や
叫
和
の
低
で
i

交
通
似
は
良
い
と
こ
ろ
一

村
に
ゃ
駅
あ
り
パ
ス
迄
通
る
一

藤
一
合
併
異
議
な
く
仲
良
く
結
び

斎
一
村
の
名
変
っ
て
明
和
と
広
し
｝
追
故
従
横
む
ち
ん
[

‘
梨
の
産
地
や
米
麦
産
地
一

i
な
っ
た

所
言
に
東
こ
細
く
て
長
く
栄
へ
て
行
ま
す
明
和
村
i

j
u
"
利
根
の
川
辺
り
二
里
も
挙
村
一
致
の
明
和
村
一

n

叩
あ
る
見
よ
股
望
台
の
日
箪
旗
i

F
i
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会
六
月
臨
時
村
議
会
ょ
り
、
股
業
委
員
会
に
農
地

は
二
十
二
日
午
前
九
主
事
を
饂
く
こ
と
に
な
り
、

議
時
十
五
分
開
会
さ
れ
こ
れ
が
た
め
村
の
熾
員
定
数

一
、
明
和
村
職
貝
定
条
例
を
改
正
し
た
も
の
。

村
数
条
例
一
部
改
正
一
一
の
議
案
は
村
の
長
期
借
入

時
に
つ
い
て
金
の
利
息
が
一
呵
引
下
げ
ら

盆
二
、
起
偵
条
件
変
更
れ
た
の
で
起
偵
条
件
の
変
更

屈
に
つ
い
て
を
定
め
た
も
の
。

月
―

1
一
、
役
場
倉
庫
移
転
-
1一
の
議
案
は
現
在
東
と
西
の

改
築
に
つ
い
て
公
民
館
に
あ
る
石
蔵
を
廃
し

六
以
上
三
件
が
上
程
附
こ
れ
を
改
善
し
、
役
場
に
梁

議
さ
れ
い
づ
れ
も
原
案
通
り
間
一
一
間
半
、
桁
間
四
間
、
十

可
決
さ
れ
た
。
坪
の
石
蔵
倉
庫
を
建
築
す
る

一
の
議
案
は
、
農
業
委
員
会
こ
と
を
定
め
た
も
の
。

等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
（
総
務
課
）

（
総
務
課
）

増
加
所
得
を
貯
蓄
ヘ

特
別
貯
畜
運
動
始
吐
る

六
月
十
五
日
よ
り
七
月
二
か
ら
昭
和
十
五
年
一
月
一
日

丁
日
ま
で
「
増
加
所
得
を
貯
ま
で
の
間
に
生
れ
た
男
子
で

蓄
へ
」
特
別
貯
芸
運
動
期
間
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を

と
定
め
ら
れ
、
数
々
の
貯
蓄
有
す
る
者
で
す
。

運
動
が
全
国
的
に
行
は
れ
ま
志
願
受
付
は
六
月
十
一
日
か

す
。
ら
九
月
二
十
日
ま
で
。

一
昨
年
来
急
速
な
成
長
を
試
験
は
十
月
中
に
行
わ
れ

示
し
て
い
る
我
が
国
の
経
済
入
隊
は
来
年
一
月
か
ら
三
月

が
、
健
全
性
を
維
持
し
つ
つ
ま
で
の
間
と
な
っ
て
い
ま

そ
の
拡
大
発
展
を
実
現
し
て
す
。

い
く
た
め
に
は
、
そ
の
必
要
若
き
血
に
燃
え
る
育
年
諸

な
資
金
を
ま
か
な
う
苫
積
が
君
ふ
る
っ
て
応
募
し
て
下
さ

絶
対
に
必
要
で
す
。
い
。

本
年
度
政
府
実
施
の
一
千
詳
細
は
役
場
の
庶
務
課
に

似
減
税
並
び
に
こ
れ
ら
の
施
お
問
合
せ
下
さ
い
。

策
に
伴
う
増
加
所
得
分
は
、
（
総
務
課
）

是
非
貯
蓄
へ
廻
し
ま
せ
う
。

又
農
家
で
は
米
の
予
約
貫
新
井
初
太
郎
氏

付
に
よ
る
概
算
払
代
金
や

麦
や
繭
の
代
金
な
ど
も
、
明
皐
H業
悉
M員
に
選
任

る
い
募
ら
し
の
確
立
の
た
め
現
在
農
業
委
員
会
は
公
選

是
非
貯
苔
い
た
し
ま
せ
う
。
十
五
人
、
選
任
五
人
、
計
―
―

今
年
こ
そ
貯
菩
の
年
で
す
。
十
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て

貯
蓄
し
て
繁
栄
の
道
を
固
め
い
る
が
、
選
任
委
員
の
う
ち

ま
せ
う
。
（
総
務
課
）
千
江
田
農
協
理
事
中
村
久
重

氏
が
理
事
を
や
め
た
の
で
農

オ
ニ
次
業
委
員
を
失
格
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
後
任
と
し
て
同

自
衛
官
募
集
理
事
新
井
初
太
郎
氏
が
七
月

一
一
日
附
で
選
任
農
業
委
員
に

発
令
さ
れ
た
。

今
年
度
オ
ニ
回
目
の
自
衛

官
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

年
令
は
昭
和
八
年
一
月
二
日

t
,
-



醗
な
れ
る
と
取
扱
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
過
ち
を
起
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど
こ
ま
で
も
諏

H
旺
広
〖
涙
『
芦
回
四

L
J

毒
物
及
び
劇
物
取
締
法
及
仝
施
行
令
等
に
も
と
づ
い
て
、
左
記
要
領
に
よ
り
取
扱
っ
て
下

8

さ
い
゜
大
間
々
養
老
院:

:
q
q
q

:
1
[
口

B
l
l
B
]
]
[
]
[
[

ー

り
身
体
の
調
子
の
悪
い
者
五
、
そ
の
他
水
も
与
え
な
い
こ
と
。
政
治
を
行
う
た
め
に
す
る
も
丁
度
五
年
に
な
り
ま
す
。
と

和
ゃ
手
足
に
傷
の
あ
る
者
の
作
り
薬
剤
撒
布
し
た
田
畑
は
一
り
桑
園
附
近
の
撒
布
は
採
の
で
あ
り
あ
り
ま
す
。
登
録
こ
ろ
が
ま
だ
こ
の
住
民
登
録

業
従
事
を
避
け
る
は
勿
論
、
七
日
間
は
入
れ
な
い
か
ら
除
桑
時
期
を
考
慮
し
て
残
効
性
し
て
あ
る
「
カ
ー
ド
」
を
住
の
大
切
な
こ
と
を
知
ら
な
い

撒
布
者
は
長
時
間
作
業
を
避
草
等
の
作
業
は
撒
布
前
に
終
の
少
い
も
の
を
使
用
す
る
よ
民
票
と
云
い
ま
す
が
、
こ
の
で
登
録
を
す
ま
せ
て
い
な
い

明
け
随
時
交
替
を
行
う
こ
と
。
了
す
る
こ
と
。
う
注
意
す
る
こ
と
。
住
民
票
に
は
住
所
の
外
、
世
人
が
あ
り
ま
す
の
で
係
の
者

四
、
撒
布
後
回
薬
剤
撒
布
し
た
附
近
の
目
牧
穫
予
定
日
の
少
く
と
帯
主
と
か
そ
の
家
族
の
人
達
は
大
変
困
っ
て
い
ま
す
。

作
業
終
了
後
手
足
は
勿
論
草
は
家
畜
飼
料
と
し
て
与
へ
も
三
週
間
前
に
薬
剤
撒
布
を
み
ん
な
の
氏
名
や
年
令
や
男
よ
そ
か
ら
明
和
村
に
引
越

全
身
を
石
け
ん
で
良
く
洗
う
な
い
よ
う
注
意
す
る
と
共
に
終
了
す
る
こ
と
。
女
別
、
続
柄
も
書
い
て
あ
り
し
て
来
て
明
和
村
に
住
む
よ

¢
ー
！
~
ー
“
ー

1
1
1
\
dー
ー
i
i

I
l

i
．
ま
す
。
そ
し
て
色
々
な
と
き
う
に
な
っ
た
と
き
、
村
内
で

(
=
-
)
ま
造
酒
に
つ
い
て
に
戸
籍
と
同
じ
よ
う
に
住
民
転
居
し
た
と
き
、
又
は
世
帯

づ
れ
屯
十
四
日
以
内
に
役
場

●
税
務
署
便
リ
◆
密
造
酒
は
不
衛
生
の
湯
所
票
の
謄
本
や
抄
本
で
証
明
主
が
変
っ
た
と
き
等
は
、
い

で
製
造
さ
れ
、
か
つ
、
技
術
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

（
一
）
所
得
貌
の
減
租
に
つ
さ
い
。
が
未
熟
の
た
め
、
製
品
が
粗
す
。
本
籍
地
の
市
町
村
役
場
の
戸
籍
係
に
必
ず
届
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

い
て

(
-
l
)予
定
納
税
に
つ
い
て
か
ら
戸
籍
謄
本
を
も
ら
う
の
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
続
き
本
年
も
所
前
年
分
に
つ
い
て
確
定
申
直
示
珀

5紬m班5

は
、
ひ
ま
が
か
か
り
ま
す
の
こ
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合

得
税
が
減
税
に
な
り
ま
す
。
告
を
し
た
人
や
決
定
を
う
け
で
、
何
か
起
き
た
と
き
に
間
の
届
出
を
怠
る
と
折
角
立
派
，
―

日
基
礎
控
除
扶
養
控
除
を
始
め
た
人
な
ど
で
、
税
務
署
か
ら

1
1
-
毘
｛
ブ
J
主
6紀
彰
に
合
わ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
に
で
き
上
り
、
各
方
面
に
利

O

と
し
て
、
各
種
控
除
が
引
上
昭
和
三
十
二
年
分
所
得
税
の
本
村
は
、
昭
和
三
十
一
年
す
が
、
か
よ
う
な
時
は
住
所
用
さ
れ
て
い
る
住
民
登
録
の

2

制
度
は
不
正
確
と
な
り
、
ひ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
税
予
定
納
税
額
の
通
知
を
受
け
度
県
税
（
県
民
税
、
遊
興
飲
地
の
役
場
に
住
民
票
の
謄
本
、

月
し
て
は
私
た
ち
が
受
け
て
い

率
が
大
巾
に
軽
減
さ
れ
ま
し
て
い
る
人
は
、
そ
の
通
知
書
食
税
、
自
動
車
税
、
そ
の
他
）
を
請
求
す
れ
ば
す
ぐ
で
き
ま
る
い
ろ
い
ろ
な
便
利
が
得
ら

7

た
の
で
納
税
者
の
皆
様
の
負
に
も
と
づ
き
、
予
定
納
税
額
の
納
税
成
績
優
良
（
納
税
成
す
の
で
大
変
便
利
な
も
の
で
れ
な
く
な
る
結
果
と
な
る
の

匈
担
が
一
段
と
ら
く
に
な
り
ま
の
一
期
分
を
七
月
一
日
よ
り
績
九
三
％
以
上
）
に
よ
り
、
あ
り
ま
す
。
で
、
私
た
ち
は
一
人
残
ら
ず

2

す
。
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
税
去
る
六
月
一
｝
十
八
日
知
事
よ
明
和
村
に
住
ん
で
い
る
人
住
民
登
録
の
届
出
を
す
る
よ

，
な
お
資
産
所
得
の
合
算
制
し
て
下
さ
い
。
納
期
か
す
ぎ
り
表
彰
を
う
け
ま
し
た
。
は
明
和
村
役
場
に
一
人
残
ら
う
に
致
し
ま
し
ょ
う
。

和
度
（
特
定
家
族
の
資
産
所
得
る
と
、
日
歩
三
銭
の
利
子
税
こ
ヽ
に
御
知
ら
せ
申
し
上
す
住
民
登
録
を
し
な
け
れ
ば
そ
う
す
れ
ば
戸
籍
係
の
者

昭
を
合
算
し
て
申
告
す
る
）
も
と
延
滞
加
算
税
が
あ
わ
せ
て
げ
ま
す
と
共
に
、
納
税
者
各
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
登
録
が
は
、
す
ぐ
住
民
票
を
訂
正
し

、
て
常
に
皆
さ
ん
の
世
帯
の
状

本
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
が
徴
牧
さ
れ
ま
す
か
ら
、
必
ず
位
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
御
し
て
あ
り
ま
せ
ん
と
い
ろ
し
態
と
住
民
票
と
を
一
致
さ
せ

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
税
務
納
税
期
間
内
に
納
め
ま
し
ょ
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
一
ろ
な
こ
と
で
大
変
不
利
不
便
て
お
く
の
で
あ
り
ま
す
。

署
或
は
村
役
場
で
お
尋
ね
下
う
。
を
蒙
る
場
合
が
あ
り
ま
す
か
（
総
務
課
戸
籍
係
）

，
令

l

,

9
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馴
れ
る
と
あ
ぶ
な
い
／
．

｛ル｝

雑
で
、
メ
チ
ー
ル
ア
ル
コ
ー
を
溶
す
よ
う
な
危
い
も
の
で

ル
そ
の
他
不
純
物
を
多
盤
に
す
か
ら
、
密
造
し
な
い
こ
と

含
有
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
は
勿
論
で
す
が
、
密
造
酒
を

す
。
従
っ
て
、
密
造
酒
は
そ
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
小
悪

れ
を
飲
む
と
、
目
が
つ
ぶ
れ
い
（
罰
金
を
と
ら
れ
る
）
の
で

た
り
、
ま
か
り
間
違
へ
ば
命
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。



(3) 
"-ーマ・ ・｀

昭和 3 2 年 7 月 2 0 日

〔
落
し
物
‘
忘
れ
物
の
ゆ
く
え
〕

な
く
し
て
も
拾
つ
て
も
必
ず
届
出
を

落
し
物
、
忘
れ
物
を
す
る
人
い
ま
す
。
な
り
ま
せ
ん
。

は
相
変
わ
ら
ず
多
く
、
ま
た
こ
う
し
た
落
し
物
、
忘
れ
〇
お
礼
金
は
五
分
な
い
し
―
―

第
こ
れ
か
ら
の
夏
は
と
く
に
多
物
が
一
っ
で
も
多
く
落
し
主
割
。
・

く
な
り
ま
す
。
へ
返
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
に
こ
の
範
囲
内
で
落
し
主
が

お
金
は
届
出
て
も
、
品
物
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
額
を
き
め
る
こ
と
に
な
っ
て

は
ど
う
せ
出
な
い
だ
ろ
う
と

0

落
し
た
と
き
や
忘
れ
た
と
ー
い
ま
ま
。

届
な
い
人
が
多
い
よ
う
で
き

l
o届
り
た
と
き
の
領
牧
書
を

す
。
必
ず
蓄
察
へ
届
け
る
一
大
切
に
保
存
す
る
。

警
察
で
は
拾
い
物
の
届
け
警
察
署
や
派
出
所
（
駐
在
―
一
年
十
四
日
た
ち
、
そ
の

を
受
け
る
と
、
ま
ず
落
し
主
所
）
ま
で
来
ら
れ
な
い
と
き
拾
い
物
が
自
分
の
も
の
に
な

は
だ
れ
か
と
念
入
り
に
調
べ
は
、
。
ハ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
で
も
っ
た
と
き
は
、
六
ヶ
月
以
内

落
し
主
が
わ
か
れ
ば
そ
の
人
巡
回
中
の
箔
察
官
に
で
も
お
に
届
け
た
と
き
の
領
牧
書
を

に
返
し
ま
す
。
落
し
主
が
ゎ
届
け
下
さ
い
。
．
持
っ
て
笠
察
へ
。

か
ら
な
い
と
き
は
、
届
が
あ

(
3汽
車
、
パ
ス
、
映
画
館
な

0
落
し
や
す
い
も
の
、
忘
れ

っ
た
日
か
ら
一
年
と
十
四
日
ど
で
拾
っ
た
と
き
、

や
す
い
も
の
に
は
住
所
氏
名
ヽ

間
箸
察
で
保
管
し
ま
す
。
こ
一
車
掌
さ
ん
と
か
駅
員
あ
る

を
書
い
て
お
く
゜
ヽ

の
と
き
は
、
そ
の
拾
い
物
の
一
い
は
管
理
人
に
渡
し
、
自
分

拾
い
物
を
し
た
と
き
ー
）

所
有
権
は
ま
だ
落
し
主
に
あ
＿
の
住
所
氏
名
を
告
け
る
と
と

り
ま
す
か
、
こ
の
期
間
を
過
〇
拾
っ
た
と
き
か
ら
七
日
以
も
に
、
そ
の
人
の
名
前
も
聞
蚊
と
ハ
工
の
い
な
い
生
活

報
ぎ
ま
す
ど
拾
っ
た
人
に
所
有
内
に
落
し
主
か
、
警
察
へ
。
い
て
お
く
こ
と
。
落
し
主
が
を
練
像
し
た
だ
け
で
、
何
か

権
が
移
り
ま
す
。
拾
っ
た
人
七
日
以
内
で
な
い
と
せ
っ
わ
か
っ
た
と
き
は
お
礼
金
の
清
々
し
た
楽
園
を
感
じ
さ
せ

に
所
有
権
が
移
っ
て
か
ら
六
か
く
も
ら
え
る
お
礼
金
も
も
半
分
が
も
ら
え
ま
す
。
ら
れ
ま
す
。
こ
ん
な
生
活
が

賣
ヶ
月
の
間
に
受
け
と
ら
な
い
ら
え
ま
せ
ん
し
、
一
年
十
四

a
館
林
蓄
察
署
）
あ
っ
た
ら
人
生
は
本
当
に
楽

と
県
の
所
有
は
な
っ
て
し
ま
日
た
っ
て
も
自
分
の
も
の
に
し
い
こ
と
だ
ろ
う
。

蚊
も
ハ
エ
小
夏
に
は
付
も

村
健
康
に
は
日
本
人
の
一
人
一
日
当
り
の
、
蚊
や
り
を
た
き
、
団
扇

の
平
均
熱
量
は
一
一
、
一
八0

で
ハ
エ
を
追
い
な
が
ら
の
食

栄
養
を
考
え
て

[
[
9
[
只
丘
疇
い□『
t
i
汀
0

非
文
化
的
な
こ

府
栄
養
が
よ
い
と
い
う
こ
と
栄
養
は
ド
ゥ
で
小
腹
さ
え
満
の
軽
重
に
よ
っ
て
必
要
な
ヵ
現
代
は
原
子
力
の
時
代
と

は
健
康
だ
と
い
う
こ
と
で
腹
す
れ
ば
と
ゆ
う
食
事
を
し
ロ
リ
ー
も
決
め
ら
れ
る
こ
と
い
わ
れ
る
の
に
、
昔
な
が
ら

す
。
常
に
健
康
を
保
ち
元
気
て
居
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
は
勿
論
の
こ
と
で
す
。
の
こ
の
生
活
か
ら
抜
け
切
れ

を
よ
く
す
る
に
は
、
食
ぺ
物
か
。
し
か
し
健
康
を
保
ち
長
ヵ
ロ
リ
ー
の
ほ
か
、
必
要
な
い
の
か
？

の
と
り
か
た
を
上
手
に
す
る
生
き
す
る
に
は
「
調
和
の
と
な
栄
養
素
の
う
ち
、
特
に
大
こ
の
間
六
月
六
日
か
ら
三

こ
と
が
必
要
で
す
。
れ
た
料
理
」
つ
ま
り
各
栄
養
切
な
も
の
は
次
の
通
り
で
日
間
明
和
村
―
―
一
ケ
所
で
蚊
と

私
し
た
ち
は
面
倒
く
さ
い
の
成
分
を
適
量
に
と
る
食
事
す
。
ハ
工
を
な
く
す
運
動
の
映
画

と
か
、
手
が
な
い
と
か
で
、
が
必
要
な
の
で
す
。

o

g
g
g
g
際
位
g
g
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

8
3
o
l
m
 

•
さ
き
頃
県
よ
り
キ

•
7
3
O

国
単
5
O
m
径
は
村
民
の
各
々
が
総
力
を
揚

一
ッ
チ
ン
カ
ー
（
栄
養

2
1
0
0
1
.
/
6
1

げ
て
や
ろ
う
と
ゆ
う
決
意
さ

」
指
導
車
）
が
来
て
色

3

え
あ
れ
ば
立
派
に
蚊
も
ハ
エ

々
農
村
の
欠
か
ん
と
質
肪
ム
分

A
B
l
B
O
6
塩
も
な
く
す
る
事
が
出
来
る
自

ー
し
て
、
た
ん
ぱ
く
質
←
い
げ
]
信
を
得
た
事
と
思
い
ま
す
。

、
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
、
有
口
ぃ
ル
タ
村
で
は
財
政
困
難
な
中
か

：
・
色
野
菜
が
不
足
し
力
た
脂
力
鉄
ヒ
／
／
／
食
ら
蚊
と
ハ
工
の
揆
滅
に
約
三

て
居
る
と
の
こ
と
で

0
万
円
の
予
算
を
組
み
、
各

栄
壺
献
立
と
い
う
の
は
、

す
。
朝
、
昼
、
夕
の
食
事
、
こ
と
衛
生
部
長
を
中
心
に
青
年
団

ど
れ
だ
け
食
べ
た
に
、
五
つ
の
栄
狸
素
が
過
不
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
努
力

、
ら
し
て
居
り
ま
す
が
、
一
戸
平

足
な
く
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

私
し
逹
が
仇
く
た
よ
う
に
組
合
せ
て
、
完
全
な
均
に
す
る
と
約
一
七
六
円
に

め
に
、
ど
れ
だ
け
の
保
健
食
を
と
る
こ
と
で
す
。
し
て
徹
底
的
な
駆
除
を
行
ふ

栄
薬
素
を
と
っ
た
ら
よ
い
献
立
は
必
要
な
栄
養
の
に
は
一
戸
約
五

0
0
円
を

ぃ
ヽ
か
、
ま
ず
た
ん
素
と
そ
の
分
盆
を
考
え
て
組
要
す
る
と
言
は
れ
ま
す
の
で

ぱ
く
質
、
脂
肪
、
含
合
せ
た
も
の
で
、
悪
い
献
立
―
―
―
―
一
四
円
は
不
足
し
到
底
村

水
炭
素
の
三
つ
か
ら
は
同
一
栄
塁
素
の
も
の
ば
か
の
経
喪
だ
け
で
は
揆
減
は
困

発
生
す
る
カ
ロ
リ
ー
り
が
な
ら
ん
で
お
り
効
果
が
難
で
す
。
そ
こ
で
ど
う
し
て

と
い
う
単
位
で
分
塁
あ
り
ま
せ
ん
。
も
各
家
庭
の
自
発
的
な
駆
除

が
決
め
ら
れ
ま
す
。
が
な
か
っ
た
ら
蚊
も
ハ
工
も

明 ー 0
0
 

号

蚊
と

な
く
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。蚊

も
ハ
工
も
そ
の
発
生
源

を
徹
底
的
に
駆
除
す
る
こ
と

と
成
虫
の
撲
滅
で
す
。
現
在

D
D
T
や
B
H
C

等
強
力
な

薬
品
も
あ
り
こ
れ
在
散
布
す

る
と
共
に
、
環
境
衛
生
と
云

い
ま
す
が
、
家
の
周
囲
を
清

掃
す
る
こ
と
、
蚊
や
ハ
工
を

発
生
し
そ
う
な
場
所
を
無
く

す
る
こ
と
と
、
便
所
に
は
蓋

を
、
堆
肥
所
や
畜
舎
等
の
薬

剤
散
布
、
蚊
に
つ
い
て
は
下

水
溜
、
水
た
ま
り
に
ボ
ー
フ

ラ
の
発
生
を
な
く
し
ま
し
よ

う
。

あ
ぶ
な
い
水
遊
び

こ
れ
か
ら
真
夏
に
か
け
、

こ
ど
も
の
遊
ぴ
の
う
ち
で
人

気
の
あ
る
の
は
さ
か
な
つ
り

水
い
た
ず
ら
、
舟
遊
、
水
泳

な
ど
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
健
全
な
楽
し
い
遊

び
で
す
が
、
半
面
毎
年
の
よ

う
に
事
故
を
起
し
て
ひ
と
び

と
の
心
を
暗
く
し
ま
す
。

昨
年
群
馬
県
中
で
は
六
月

か
ら
十
月
ま
で
の
間
に
三
十

六
人
の
こ
ど
も
た
ち
が
尊
い

生
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

水
に
よ
る
事
故
は
水
泳
中

の
も
の
が
多
い
の
で
す
が
、

ま
だ
泳
ぎ
を
知
ら
な
い
幼
児

や
い
た
ず
ら
盛
り
の
こ
ど
屯

が
あ
や
ま
っ
て
水
に
落
ち
た

例
が
多
く
あ
り
注
怠
に
も
注

意
し
て
下
さ
い
。

（
館
林
啓
察
署
）

な

し‘の
生

活

工

,
9
,
9
,
'
,
'
,
9
,
'
,
9
,
9
,
9
,
'
,
'

し

熱
委
定
よ
ら
努
挙
い
五
全
会
御

と
の
規
こ
あ
に
選
お
も
健
燦
の
）

―
―
―
―
望
こ
の
恩
に
上
他
こ
こ
の
幻
ん
鯰

委

希
、
法
意
常
向
の
薗

m
治
や
さ

挙
5
5
5戸
5
]で
晶
韮
麟
直
汀

か
活
職
明
う
常
反
た
和
民
見
す

心
き
公
表
よ
治
違
る
明
。
意
ま
挙

選
5
言
配
疇
”
門
汀
竺
｛
即
[

。
明

べ
上
と
自
わ
人
、
知
た
ま
談
と

す
り
探
の
行
挙
法
周
を
れ
座
い
す
（

明
碑
5
:
瞑
汀
虹
竺
配
疇5L

、
的
動
選
適
て
票
事
の
委
め
期
た

冒
巴
：
｀
叡
岬
”
砂
虹
心

公

2
国
選
、
を
に
諸
一
が
図
万
瓢

＝
―
-
挙
っ
は
、
明
会
も
る
年
円
を
て
お

選
よ
業
り
公
機
と
す
本
百
達
っ
を

明
に
事
よ
て
る
と
関
は
九
発
や
カ

公
意
議
に
っ
ゆ
る
に
て
千
な
を
協

b‘5 



七
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
が

ま
で
の
一
ヶ
月
間
、
法
務
省
又
あ
や
ま
ち
を
お
か
し
た
人

の
主
唱
に
よ
り
全
国
的
に
社
々
を
、
あ
た
A

か
い
心
で
守

会
を
明
る
＜
す
る
運
動
が
実
り
は
げ
ま
し
、
希
望
と
自
覚

施
さ
れ
ま
す
。
を
持
た
せ
て
善
良
な
社
会
人

終
戦
後
激
増
し
た
犯
罪
は
に
更
生
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

昭
和
二
十
三
年
で
す
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
社

昭
和
一1
一
十
二
年
の
青
年
学
み
た
。
す
な
わ
ち
、
村
全
体
将
来
の
明
和
村
を
背
負
う

を
峠
と
し
て
以
会
に
お
い
て
更
生
の
道
が
開

級
は
、
五
月
二
十
五
日
午
後
を
一
本
化
し
て
、
明
和
村
青
ぺ
き
青
年
が
、
新
し
い
時
代
二r
,

よ
降
は
次
オ
に
滅
か
れ
な
い
限
り
更
に
犯
罪
を

八
時
、
梅
小
音
楽
室
で
開
講
年
学
級
と
称
し
、
学
級
長
に
感
覚
の
上
に
立
っ
て
、
そ
の

少
す
る
か
に
見
重
ね
る
危
険
性
を
持
ち
、
か

式
を
あ
げ
た
。
あ
い
に
く
の
は
教
育
長
、
主
事
に
は
教
委
時
代
に
遮
応
し
た
人
間
的
教

え
ま
し
た
が
、
つ
犯
罪
性
を
社
会
に
伝
播
す

第
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
社
教
係
を
あ
て
、
単
位
青
年
養
を
高
め
る
こ
と
は
、
建
設
’
し

席
者
百
十
余
名
に
達
し
、
盛
団
長
を
主
事
補
と
し
、
各
中
途
上
に
あ
る
わ
が
明
和
村
と
い

5士
6
昭
和
二
十
九
年
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
で
あ

会
裡
に
開
講
出
入
た
こ
と
は
学
校
の
教
頭
を
常
任
講
師
に
し
て
誠
に
童
要
な
こ
と
で
]
七
心
＂
ソ
よ
り
再
び
増
加
り
ま
す
。

し
つ
ヽ
あ
り
、
従
っ
て
犯
罪
を
防
過
し
て

欣
快
至
極
で
あ
る
。
学
級
生
委
嘱
し
て
助
言
指
達
に
当
っ
そ
の
健
全
な
る
成
長
を
祈

の
熱
意
の
程
も
し
の
ば
れ
、
て
も
ら
う
こ
と
と
し
た
。
中
て
や
ま
な
い
。
父
兄
及
び
一

C）
／
ヽ
現
在
は
戦
後
オ
社
会
の
治
安
を
維
持
す
る
た

ば
謬
屯0
明
る
い
希
望
央
に
運
営
委
員
会
を
お
く
と
般
村
民
の
方
々
も
、
現
代
の
血
井
つ
―
一
の
危
機
に
立
め
に
は
犯
罪
者
を
真
に
社
会

共
に
、
各
単
位
団
毎
に
運
営
青
年
真
理
を
正
し
く
認
識
し
っ
て
い
る
と
云
の
一
員
と
し
て
更
生
さ
せ
、

青
年
学
級
が
生
ま
れ
て
、
委
員
会
を
設
け
、
各
団
の
本
深
い
理
解
と
混
か
い
思
い
や
g
g
土

d
ゎ
、
特
に
兇
悪
再
犯
な
ら
び
に
犯
罪
伝
播
の

こ
ご
に
数
年
、
今
や
全
国
的
部
役
員
及
び
支
部
長
を
以
て
り
と
を
以
て
、
こ
の
青
年
た
一
J

4
H犯
、
粗
暴
犯
の
盈
い
を
除
き
去
る
こ
と
が
必

に
そ
の
不
振
が
叫
ば
れ
て
い
J
組
織
し
、
団
長
が
委
員
長
と
ち
の
自
主
的
活
動
を
守
り
育
激
増
、
青
少
年
要
で
す
。

る
。
伺
と
か
し
て
、
こ
の
不
し
て
、
地
域
の
実
情
や
、
学
て
る
た
め
に
、
時
間
的
に
も
十
“
i

a
犯
罪
の
増
加
は
こ
の
七
月
の
一
ヶ
月
間
、

振
か
ら
脱
出
し
た
い
と
い
う
級
生
の
要
望
に
即
し
た
運
営
経
済
的
に
も
、
一
層
の
御
協
我
々
の
心
を
暗
法
務
省
の
主
唱
に
よ
り
展
開

念
願
か
っ
、
そ
の
機
構
、
運
忍
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
力
を
お
願
い
す
る
。
（
）
い
）
＜
さ
せ
ま
す
。
さ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す

営
の
面
に
大
改
革
を
加
え
て
一
る
。
（
教
育
長
）
な
る
虐
＜
し
た
る
運
動
」
は
右
の
趣
旨
を
広

報
ち
の
社
会
か
ら
く
地
域
の
皆
様
に
理
解
し
て

,̀ ........... ,
 
......... 、................ ,
 
........ 

’ 
........ ,
 
....... ’
拿
ー
な
原
水
爆
の
実
験
が
続
け
ら9
~g
F
犯
罪
が
な
く
な
頂
き
、
国
の
行
う
更
生
保
護

廣
｀
一
育
雑
一
報
一
ぃ
｀
昇
げ
謬
吠

□：
み
い
員
且
旦
喜
贔
い
く

:
 .............................................. 99 
....... 99 
.. ,
 
.... ,

、.. 3

て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
活
が
明
る
＜
楽
し
く
な
る
で
し
よ
う
と
す
る
愛
の
国
民
運

う
な
脅
威
に
対
し
て
平
和
を
し
よ
う
。
動
で
あ
り
ま
す
。

兒
童
生
徒
の
流
薮
育
の
振
興
に
尽
し
し
て
、

村
感
に
つ
い
て
る
梅
小
P
T
A
（
会
長
福
町
愛
好
す
る
世
界
中
の
国
民
が
こ
の
た
め
に
は
、
先
づ
犯
群
馬
県
社
会
を
明
る
＜

峯
次
氏
）
で
は
、
新
年
度
早
今
大
き
く
立
ち
上
ろ
う
と
し
罪
の
起
り
や
す
い
環
境
を
良
す
る
運
動
実
施
委
員
会

東
京
で
は
、
や
り
出
し
た
て
い
ま
す
。
く
す
る
よ
う
に
み
ん
な
が
努

和
流
感
が
、
た
ち
ま
ち
全
国
に
い
五
謬

T
m
"
]

□
謬
f
そ
し
て
来
る
八
月
十
二
日
》
ー

l
l
'
|
|
$
l
~
n

ひ
ろ
が
っ
て
、
明
和
村
に
も
よ
り
五
日
間
、
東
京
で
原
水
[
狭
ぃ
国
土
に
は
ち
き
れ
そ

1
プ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
バ
ウ
口

バ
ノ
ボ
ノ
は
い
っ
て
来
ま
し
花
境
の
柵
を
寄
附
し
た
。
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
う
な
人
口
を
抱
え
て
い
る
現
州
養
蚕
雇
用
移
住
者

た
。
管
内
小
中
学
校
の
流
感
感
激
し
た
職
員
児
童
は
、
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
～
在
の
日
本
に
最
も
必
要
な
こ

2
プ
ラ
ジ
ル
国
。
ハ
ラ
ナ
州
コ

こ
の
大
会
の
費
用
の
一
部
了
と
は
如
何
に
し
て
こ
の
人
ロ
ー
ヒ
ー
園
雇
用
移
住
者

明
に
よ
る
欠
席
状
況
を
見
ま
す
校
舎
内
外
の
滞
潔
整
頓
に
努

と
、
六
月
十
四
日
三
名
、
十
げ
『
バ
。
な
学
校
を
作
に
県
民
一
人
一
円
づ
つ
の
募
｛
問
題
を
解
決
し
て
行
く
か
と

3
プ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
。
ハ
ウ
ロ

五
日
六
名
、
十
六
日
六
名
、
金
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
と
農
州
コ
チ
ア
産
業
組
合
単
独

十
七
日
九
名
、
十
八
日
十
名
佐
中P
T
A

の
奉
仕
た
。
村
の
二
、
三
男
問
題
も
頭
を
青
年
団
雇
用
移
住
者

十
九
日
八
名
、
二
十
日
六
名
（
図
書
館
敷
地
の
整
備
）
村
民
の
皆
さ
ま
ご
悩
も
ち
も
の

A
―
つ
で
す
。4
バ
ラ
グ
ワ
イ
国
フ
ラ
ム
植

と
な
っ
て
い
ま
す
。
是
非
御
協
力
下
さ
い
。

明
和
で
は
、
さ
き
に
大
正

l

一
戦
后
再
開
さ
れ
た
中
南
米
民
地
自
営
開
拓
移
住
者

流
感
は
「
学
校
伝
梁
病
予

G
総
務
課
）
）

九
年
佐
小
同
窓
会
か
ら
佐
中
、
へ
の
移
住
は
こ
れ
ら
の
問
題
こ
れ
ら
の
募
集
の
外
に
誰
｛
（

図
書
建
設
資
＾
血
と
し
て
寄
附
護
国
詩
社
に
一
を
解
決
し
て
行
く
上
か
ら
云
で
も
行
け
る
呼
寄
移
住
方
法
[

防
規
程
」
の
定
め
る
と
こ
ろ

の
申
出
の
あ
っ
た
二
十
余
万

に
よ
っ
て
、
流
感
に
か
か
っ

た
者
に
対
し
て
は
、
出
校
を
寄
附
金
を
：
，
｝
海
外
移
住
者
の
募
集
一

停
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
円
を
受
入
れ
、
総
経
費
辛
群
馬
県
護
国
神
社
の
改
修
一

ま
す
か
ら
、
流
戚
芦
広
ふ
i
[
七
万
円
余
を
以
て
四
問
五
閲
費
と
し
て
同
神
社
奉
笠
会
で
っ
て
も
将
来
の
日
本
の
発
展
も
あ
り
ま
す
の
で
、
移
住
し

日
た
児
童
生
徒
が
あ
り
ま
し
た
二
十
坪
の
図
書
館
を
建
て
る
一
は
今
年
度
分
三
百
万
円
を
計

Kの
上
か
ら
見
て
も
非
常
に
重
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
方
は

o

ら
、
そ
の
旨
を
学
校
に
届
け
こ
と
に
な
っ
た
の
て
、
佐
中
一
画
し
、
毎
戸
十
円
づ
つ
の
募
｛
要
で
、
本
県
か
ら
己
に
昭
和
誰
で
も
当
役
場
ま
で
気
軽
に
一

2

p

T
A
（
会
長
企
子
秋
太
郎
）
二
十
七
年
以
来
四
七
四
家
族
お
出
下
さ
い
。
詳
細
に
説
明
[

月
]
冒
さ
る
よ
う
お
願
い
し
き
て
は
、
五
月
一
平
四
日
こ
直

~
]
0
行
う
こ
と
に
な
り
{
-
、
二

0
I
I
一
人
の
方
々
が
勇
い
た
し
ま
す
。

7

役
員
総
出
動
寄
附
者
と
共
同

な
お
、
出
校
停
止
の
場
合
一
皆
さ
ま
一
戸
当
り
＋
円
芦
躍
プ
ラ
ジ
ル
そ
の
他
に
移
住
な
お
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
（

し
て
敷
地
の
土
運
痰
に
奉
仕
マ

年
は
、
酋
通
の
欠
席
と
ち
が
っ
つ
つ
の
募
金
に
御
協
力
下
さ
『
し
活
躍
を
続
け
て
お
り
、
己
ア
州
で
三
年
間
農
業
労
佑
に
｝

”
た
取
扱
い
で
、
欠
席
に
は
な
し
た
。
下
。
（
総
務
課
こ
に
相
当
の
成
果
を
挙
げ
て
い
従
事
し
て
帰
っ
て
く
る
と
い
一

，
り
ま
せ
ん
か
ら
御
承
知
顧
い
原
水
爆
禁
止
『
る
人
も
沢
山
お
り
ま
す
。
う
派
米
農
業
労
佑
者
も
受
付

和
辛
す
。
（
教
委
学
校
教
育
係
）
世
界
正
会
た
ば
一
」
は
村
内
て

l
只
今
は
次
の
募
集
を
行
っ
け
て
お
り
ま
す
か
ら
希
望
者

昭
買
ま
し
よ
う
て
い
ま
す
。
．
は
ど
し
ど
し
申
出
下
さ
い
。

梅
小
P
T
A
の
美
暴
ス
ー
円
づ
つ
の
一
~
＼
＼
！
ー
~
ー
ー
り
~
！
！
く

1
1
,
§
I
I
§
l
I

り
il

寡
金
運
動
も
た
ば
こ
の
売
上
は
た
ば
こ

世
界
の
世
論
と
科
学
者
の
消
費
税
と
し
て
村
へ
年
間
約
す
。
是
非
村
内
の
商
店
か
ら
貿
ま

ー
花
埴
の
柵
を
寄
附
ー

協
カ
一
致
9

い
っ
も
児
童
警
告
を
無
視
し
て
、
大
規
模
一
三

0

万
円
が
入
っ
て
来
ま
村
民
の
皆
差
ん
た
ば
こ
は
し
よ
う
。
'

—
\
.
p
ヘ
・
グ
．

ー
8
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よ
r

明
和
村
青
年
学
級大

言
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
盛

に

開

幕
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

l
-＝l
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秋
晴
の
十
月
十
三
日
、
青

年
団
、
婦
人
会
、
消
防
団
、

一
般
村
民
と
各
学
校
の
生
従

代
表
参
加
に
よ
る
体
育
大
会

ば
梅
中
校
庭
に
、
佐
貫
青
年

学
級
フ
ラ
ス
パ
ン
ド
部
の
奏

で
る
高
ら
か
な
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
の
態
に
よ
り
盛
大
に
く
り

報
広
げ
ら
れ
た
。

競
技
の
華
は
青
年
団
分
団

対
抗
競
技
で
、
本
年
一
万
五

廣
千
円
を
投
じ
て
作
っ
た
明
和

村
優
勝
旗
を
巡
っ
て
白
熱
戦

が
た
ヽ
か
は
れ
た
。

今
年
は
、
特
に
青
年
団
が

村
明
和
村
と
し
て
一
本
に
統
合

さ
れ
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ

り
、
き
よ
う
味
も
一
増
深
か

和
っ
た
。

消
防
団
の
支
度
競
走
は
さ

す
が
に
お
家
芸
だ
け
に
、
鐘

明
が
ン
ヤ
ン
ト
嗚
れ
ば
サ
ッ
ト

飛
出
す
素
早
し
さ
、
そ
の
他

一
般
の
親
子
競
走
や
―1
0
0

才
競
走
、
婦
人
会
の
華
や
か

な
舞
踊
、
小
中
学
生
の
ダ
ン

ス
、
佐
中
生
徒
代
表
の
マ
ッ

第 ー
, 
号

明和村各中学校生徒三年生による（体

育する少女）美しいリズムに乗つての

舞踊体操

ト
ワ
ー
ク
鉄
棒
の
妙
技
は
満
梅
、
貫
一
お
宮
な
ぞ
、
女
だ

場
を
わ
か
し
、
多
彩
な
行
事
男
だ
と
見
物
の
批
評
ま
ち
ま

に
日
の
暮
れ
る
の
を
忘
れ
、
ち
。

青
年
団
走
り

巾
跳

特
に
こ
う
例
の
青
年
団
仮
装

行
列
は
、
梅
原
、
南
大
島
、

大
佐
貫
．
矢
島
支
部
出
場
し

特
に
梅
原
育
年
の
豊
年
万
作

お
ど
り
が
一
位
を
か
く
と
く

―
―
位
の
大
佐
貫
の
濁
島
の
白

右
青
年
団
仮
装
行

な
を
特
別
出
演
の
国
体
出

場
選
手
に
よ
る
軍
量
挙
は
本

村
大
字
大
輪
の
田
口
忠
幸
君

（
ミ
ド
ル
級
）
外
願
山
、
堤

選
手
に
よ
り
行
は
れ
満
場
懲

た
ん
せ
し
め
た
。

成
績
（
青
年
団
）

一
、
青
年
団
支
部
対
抗

侵
賞
下
江
黒
支
部

準
優
勝
梅
原
支
部

三
位
千
津
井
支
部

青
年
団
新
記
録

0
男
子
―
!
O
O米

1

篠
原
良
男
―
―
五
秒
四

2

奈
良
修
―
二
六
秒
ニ

3

図
部
貞
―
―
―
六
秒
六

0
男
子
一
互
0
0
米

1

松
本
功
四
分
四
三
秒

—— 〇
砲
丸
投

1

田
口
忠
幸
―
―
―
米
一

一
0
男
子
八
0
0
米
リ
レ
ー

1

下
江
黒
チ
ー
ム
（
小
林

貞
夫
、
青
山
清
、
中
村

弘
、
篠
原
良
夫
）

芙
の
祭
典

明
和
村
体
育
大
会
盛
大
に
行
は
る

発行所明和村役場

和田実
奈良庄次郎

置累人
発行人

貝

会
~
七
回
明
和
村
議
会

議
臨
時
会
は
二
十
四
日
招

寸
集
さ
れ
、
次
の
諮
案
を

太
＇
審
議
し
即
日
散
会
し
た

時
一
、
昭
和
一
1一
十
二
年
度

臨
明
和
村
オ
入
オ
出
追

月
加
更
正
予
算

十
こ
の
更
正
予
算
案

は
農
村
振
興
計
画
に
基
く

事
業
費
二
、
三
五
七
、
0

0
0
円
の
追
加
と
今
夏
伝

染
病
が
発
生
し
た
た
め
、

こ
れ
に
要
す
る
費
用
一
五

五
、
五
0
0
円
の
追
加
な

ど
が
主
な
る
も
の
で
、
予

こ
の
程
議
会
の
常
任
委
員

の
任
期
が
満
予
し
た
の
で
改

選
の
結
果
次
の
通
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
（
総
務
課
）

• • • • 
同委副委税同同同委副委土同同同委副委文同同同委副委総

員務 員木 員教 員務
長委 員長経 員長厚 員長委
員済生員

野栗宇島会掘吉村新山梁委荒田須鯉小篠委酒荒堀奈掘竹会
本原木田 口永田井田瀬員川口藤沼松原員井川口良口越
卯幸初福会 原会 啓

順牛徳三 治四保太太朝 一秀芳忠誠弥 隆一
蔵一治八 平郎次郎郎一 郎桑二弥司市 孝綴節二正郎

自
衛
官
募
集
成
果

今
年
度
行
わ
れ
た
自
衛
官

の
蒻
渠
成
績
は
誠
に
良
好
で

年
を
逐
っ
て
漸
次
向
上
し
て

来
ま
し
た
。

こ
れ
は
若
い
青
少
年
が
自

衛
隊
を
理
解
し
来
た
こ
と
と

真
に
祖
国
愛
に
燃
え
て
我
々

の
国
は
我
々
の
手
で
淡
ろ
と

い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
き
た

証
拠
だ
ら
う
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
．
←

'

.

9

ｷ

 

今
年
度
才
一
次
募
集
に
は
←

目
標
六
人
に
対
し
応
募
者
一
―
­

人
。
オ
ニ
次
募
集
に
は
目
標

四
人
に
対
し
応
募
十
一
人
で
'
­

合
計
し
て
十
人
の
五
目
標
で
十
一

四
人
の
応
募
者
が
あ
っ
な
わ
・

け
で
す
。

近
く
引
き
続
い
て
牙
三
次

募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
＇

今
後
共
に
ふ
る
っ
て
応
募

し
て
下
さ
い
。

（
総
務
課
）
→

同
飯
塚
隣
司

同
田
口
栄
良

盆
敬
称
を
略
し
順
序
は
議

席
順
に
よ
る
U

所
皿
，
．
i
i
i
'
·
-
i
.
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i
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I
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i
i
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明
和
村
の
人
口
の
う
ご
5

（
十
一
・
一
現
在
）
一

屈
＂p
一
世
帯
数
一
、
六
七
万
一

E

一
人
口
総
数
九
、
八
六
八
[

藤
一
男
四
、
八
三
九
一

斎
一
女
万
、

0
一
元
i

出
生
死
亡
転
入
転
出
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一
男
万
ガ
九
一
七
i
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算
総
額
三
千
一
一
百
互
十
万

一
千
六
百
円
と
な
っ
た
。

原
案
通
り
可
決
。

二
、
町
村
議
会
に
条
例
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事

務
局
を
設
置
し
得
る
よ
う

地
方
自
治
法
才
百
三
十
八

条
の
改
正
方
に
つ
い
て

こ
の
案
は
議
員
提
案
で

従
米
市
以
上
に
の
み
認
め

ら
れ
て
い
た
議
会
事
務
局

を
町
村
に
も
認
め
て
ほ
し

い
と
自
治
庁
長
宛
に
意
見

書
を
提
出
す
る
た
め
の
堤

案
で
全
員
一
致
こ
れ
を
承

認
し
た
。
（
総
務
課
）

議
会
の
常
任
委
員
改
選

ご
‘
i
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昭和32年度上半期の村税の状況は
滞納繰越分の牧入歩合が悪い

（普 通 税）

＝牧入歩合＝

現 年 度

滞納繰越分

~
卜
~%

%

 

3

4

 

9

1

 

9 0 % 

牧獲の時期を逸せず

滞納芥は是非完納して下さい
·········•'·············•.,·... ·•···•·······•.. ··················•·"•'·············.. ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ.. ｷｷ... ｷ........................, 

悶：：：：：1,：道路は皆んなで守り ゜しょ う間：::::::::

昭和31年度の村税微牧成績は良好でありましだ。

次に本年 4 月から 9 月末日までの上半期の牧納状況を見ますと下記の通りであり．昨年

度に比して低い状況であります。この際是非共完納下さるように切にお願い致します。

特に滞納繰越分についてはその牧納率が悪くなって居ります。延滞金

を徴牧されその上滞納処分をうけることになりますのでそのようなこ

とのないように早目にお納め下さい。

何んと申しましても．皆さん方が自分達のために県や市町村に充分な仕事をさせるには

その甚をなす税金が円滑にはいることがオ一番であります。

昭和32年度（上半期）村税徽牧賓績C単位千円） 9 月 30 日現在: 調定済額 牧入済額 牧入歩合 I 
塁雰目逗雰l 計 塁雰 1塁越雰l 計 需雰眉蘊雰I 計 備考

村民税 2.996 151 3.147 2.813 23 26..84316 91 93• %8 I 15•2 % 90•1 % 

固定資産税 7.017 191 7.208. 6.39:I 26 91 ・ 1 13•6 89•O 

自転車荷車税 1.259 i¥6 1.214 ~ 5 1.219 96ー4 13.8 94 l 

村たばこ消費税 693 - 693 693 - 693100 - 100 

電気ガス税一~] 260! 260 5 1叶l 260 100 100 

計 12.225 12.06311.373 11.427 93.0 14.2 90-6 国民健瞑保険税 I` `1  3.191 3.m 糾•2 10•7 90•1 

たか会さ貰の愛は路日 ま明心路奉と地いさにぶは村
道よ＾御らのれひ路護青愛ま去す和をは仕夕先たれもに村行産
清る写報大巡たま面作年護でる°村旺完下のをした気もの政業
掃大真告変廻のし賂業団週は十 建盛成さー受ま道持楽動もの
作字 い褒指でた備と中間全月 設にさる時持せ路よ々脈道発
業入佐ため導群゜とし小で県一 r しれなをつうでくとで路展
yケ貫しにに馬立清て学し下日 御てまら道ておあ C °すかは
谷中ま預は県派掃村校たのか 協名す立路朝互るよい゜ら道
地学すり協道にを内生°秋ら 力に゜派整のがよくつ何‘路
内生゜ま会路整し県徒本季十 願負公な備ー地う整通を道か
県に し長協備て道に村道四 いう共道に時先に備る運路ら

～一―—―;マ――：ご—-—-～と ニーる次施

出ふ、t:; 小次以ほ小弓中小ら‘中小‘°のの文学
°ずす貌売（え 靡 9 占ビ閲雰裟裟 雲裳裳贅 合書喜店
砧；且 校 l] 号届属皇 1512 g 1218 昌はざど遮
求のて百村 12 なをが模か I I 理 I I' の 論に学正
めと入分 I る綜よのら 1818 化 1824 上 さよ校規
まきつの内 18 °合い大 学学 の学学か れれ統
しは切て学す゜き 級級上級級ら てば合模

ごここここー一ーー級るい か い‘実

ま務よたする ま造牧 る 完して大ま円

す。詈蹂う0 ；哭召皇す。四詈魯 ゜はゃ五i 孟贔晶念と命
目に るこ勿で の得な にめ造 ー遂額御は度
を有 これ論酒 出てり⑥ 息ま酒 二いを協‘共
光害 とらなを る‘ま ←一 万た突力村同
らで はのい造 時とす 罰しは 七し破に民募
せすや酒とつ 期かと 則ょ 六まいよ各金
てし めを思た とく‘ を ~ 八したり位に
居‘ま買いり な→米 ぅつ 円たしまのつ
り税しつます り密の け ゜゜まし絶き

共
同
募
金
完
遂
す

本
村
目
標
―
―
一
万
七
六
三



村

結
核
は
日
本
の
亡
国
病
と

ま
で
言
は
れ
、
又
不
治
の
病

と
言
は
れ
る
が
、
こ
れ
は
誤

り
で
、
結
核
と
謂
え
ど
も
不

治
の
病
で
は
な
い
。
た
だ
’

初
期
に
は
自
覚
症
状
（
自
分

廣
一
で
病
気
；
感
ず
る
こ
と
が
な

い
）
た
め
、
他
の
病
気
の
様

報 第

食
，
．
t

に
頭
が
痛
む
と
か
、
腹
が
痛

い
と
ゅ
う
の
で
な
く
、
胸
も

何
処
む
痛
く
も
か
ゆ
く
も
な

い
の
で
知
ら
ず
知
ら
ず
に
病

気
が
進
ん
で
二
期
三
期
と
な

り
、
結
核
だ
と
言
は
れ
た
時

は
す
で
に
手
遅
れ
に
な
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。

自
動
車
事
故
激
増

か
ら
な
い
と
き
は
特
に

末
尾
の
数
字
が
大
切
で

す
。

ひ
き
逃
げ
の
自
動
車
事
故
一
皆
さ
ん
の
よ
い
協
力
が
あ
ハ
、
人
物
や
荷
物

和
が
最
近
特
に
多
く
な
っ
て
翠
れ
ば
犯
人
は
す
ぐ
わ
か
る
し
運
転
手
や
乗
っ
忍
た
▽
野
菜
と
回
虫

.... 

萩
野
菜
菜
や
く
だ
も
の
を
生
で
た
ペ

ま
し
た
。
こ
の
事
故
の
被
害
ひ
き
逃
げ
を
す
る
者
は
な
く
人
の
状
況
、
荷
物
の
種
が
豊
富
に
、
出
廻
っ
て
い
ま
る
に
は
、
水
で
洗
う
だ
け
で

者
は
ど
こ
の
誰
れ
に
ひ
か
れ
な
り
ま
す
。
類
。
す
。
野
菜
や
く
だ
も
の
を
生
は
不
充
分
に
な
り
が
ち
で

明
た
の
か
も
わ
か
ら
ず
悲
診
な
一
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
事
二
、
ひ
き
逃
げ
車
の
逃
走
で
た
べ
る
こ
と
は
、
ピ
タ
ミ
す
。
そ
こ
で
、
浸
透
力
が
強

ン
や
無
機
質
を
と
る
上
に
、
く
、
洗
浄
作
用
の
大
き
い

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
故
は
起
き
た
か
。
し
た
方
向
。

ひ
き
逃
げ
を
す
る
よ
う
な
二
、
ひ
き
逃
げ
し
た
車
に
つ
そ
の
他
ひ
き
逃
げ
事
故
に
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
す
。
「
中
性
洗
剤
」
（
ソ
ー
プ
レ

者
は
道
穂
上
か
ら
も
許
せ
な
い
て
は
ど
ん
な
車
か
。
つ
い
て
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
し
か
し
野
菜
の
七
割
ま
で
ス
、
ソ
ー
プ
）
を
利
用
す
る

い
極
悪
人
と
言
え
る
で
し
よ
ィ
、
乗
用
車
、
貨
物
車
、
し
た
時
は
な
る
ぺ
く
早
い
方
は
回
虫
卵
が
つ
い
て
い
る
と
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

う
。
一

1

一
輪
車
、
二
輸
車
、
大
法
で
警
察
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
わ
れ
、
さ
ら
に
各
種
の
農
現
在
各
種
の
中
性
洗
剤
が

警
察
で
は
こ
の
よ
う
な
悪
き
さ
、
形
、
色
等
。
い
。
薬
や
細
菌
が
つ
い
て
い
る
お
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食

質
な
運
転
手
は
特
に
徹
底
し
口
、
車
の
番
号
（
館
林
菩
察
署
）
れ
が
あ
り
ま
す
。
p
g
を
洗
う
に
は
、
ア
ル
カ
リ

日
た
捜
査
を
す
る
と
と
も
に
、
番
号
は
伺
番
か
全
部
わ
回
虫
卵
は
煮
さ
え
す
れ
ば
性
物
質
や
螢
光
染
料
を
含
ま

5

厳
重
処
分
す
る
方
針
で
の
ぞ
死
滅
し
め
す
が
、
同
時
に
ピ
な
い
も
の
が
適
当
で
す
。
あ

タ
ミ
ン

C

も
破
壊
さ
れ
ま
と
に
、
に
お
い
が
残
る
も
の

ー
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
i
`
’..... 、

1
,

.... i
`
 ..... ‘
、

..... 
V
 ..
 
t
'
 .. 
i
‘
、..... 
ヽ
ヽ..... 
ヽ
I

・
・2

月
一
般
の
皆
様
の
協
力
が
ど
う
―
i
結
核
ク
イ
ズ
｛
す
。
こ
の
よ
う
に
熱
に
弱
い
も
睦
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ー
し
て
も
必
要
で
す
。
r
`
v
v
.
,
.
V
V
~
V
V
<
i
i
l
i
i
i

(
I

・
・
・
‘
.
V
.
’
f
回
虫
卵
も
、
塩
づ
け
、
ぬ
か
ん
。

1

こ
の
よ
う
な
事
故
の
場
合
次
の
問
に
答
え
て
下
さ
い
る
。
づ
け
等
に
し
た
の
で
は
、
な
▽
洗
い
方
・
'
•
•
•
•
ま
ず
中
性
洗

年
は
被
害
者
が
届
出
る
こ
と
は
正
し
い
と
思
う
も
の
に
は
〇
⑧
結
核
に
か
か
る
と
、
ね
あ
か
な
か
死
な
な
い
の
で
す
。
剤
の
溶
液
を
作
り
ま
す
。
濃

2

勿
論
だ
が
、
被
害
者
の
ほ
と
一
間
違
っ
て
居
る
と
思
う
も
の
せ
、
微
熱
、
胸
の
痛
み
な
ま
た
農
薬
類
は
、
病
害
虫
度
は

0
、
三
な
い
し
0
、
五

3

ん
ど
は
負
傷
し
て
届
出
が
で

lに
は
X

を
つ
け
て
下
さ
い
。
ど
の
自
覚
症
状
が
あ
る
。
一
の
駆
除
に
大
き
な
役
割
を
は
％
ぐ
ら
い
（
水
一
升
に
大
さ

和
き
な
か
っ
た
り
、
驚
い
て
状
一
七
つ
以
上
で
き
れ
ば
合
格
六
こ
う
い
う
症
状
は
結
核
特
一
た
し
て
い
ま
す
が
、
人
体
に
じ
一
杯
）
と
し
、
数
分
間
ひ

沼
況
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
―
つ
以
下
な
ら
落
オ
で
す
。
有
の
も
の
だ
。
一
有
害
で
あ
る
上
に
、
雨
な
ど
た
し
て
か
ら
ふ
り
洗
い
し
、

り
す
る
の
で
事
故
の
状
況
を
一
①
結
核
患
者
の
そ
ば
へ
行
く
④
ッ
ペ
ル
ク
リ
ン
反
応
が
陰
に
洗
い
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
さ
ら
に
数
回
水
洗
い
す
れ
ば

見
て
居
た
人
は
、
自
分
が
被
と
き
は
タ
パ
コ
を
吸
う
と
性
の
人
は
＇
ま
だ
結
核
に
一
展
着
剤
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
い
い
の
で
す
。

害
者
に
な
っ
た
と
き
の
こ
と
よ
い
。
ニ
コ
チ
ン
が
結
核
感
染
し
て
い
な
い
。
と
が
多
い
の
で
、
よ
く
洗
っ
中
性
洗
剤
で
す
か
ら
、
井

ヽ

l
-

―

を
考
へ
次
の
こ
と
を
早
く
菩
菌
を
殺
す
か
ら
。
⑥
ッ
ペ
ル
ク
リ
ー
反
応
陽
性
一
て
た
べ
る
こ
と
が
必
要
で
一
戸
水
な
ど
の
硬
水
も
効
果
は

3
 察
へ
連
絡
す
る
よ
う
協
力
を
②
結
核
は
遺
伝
だ
か
ら
親
が
の
人
は
、
結
核
が
発
病
し
ー
す
。
変
ら
ず
、
食
器
や
調
理
器
具

願
い
ま
す
。
結
核
だ
と
子
も
結
核
に
な
て
居
る
し
る
し
で
あ
る
。
一
・
マ
中
性
洗
剤
の
利
用
：

.. 
：
野
を
洗
う
の
に
も
便
利
で
す
。

(

-

結核予防レントゲン撮映（大字

梅原光明寺にて）

ー
, 
号

早
期
獲
見結

核
を
克
服

(—— 

C
‘
.
l

し

1
,
1
’
¢
\
u
:[

[
[
[
]
[
[
]
]
[
]
一
口
]
菌

て

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

野
菜
の
洗
い
方

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

工
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佐
貰
中
學
校
に

モ
ダ
ン
闊
書
館
完
成

書
を
作
り
大
佐
貫
神
田
材
木
な
い
し
、
患
者
が
迷
惑
す
一
で
一
干
ぐ

店
に
請
負
は
せ
て
去
る
六
月
る
だ
け
。
し
い
ス
i

ヽ
ー
ノ

十
六
日
癌
工
し
た
°
②
x
追
伝
で
な
く
伝
染
病
安
静
、

1

4
 

( 

そ
の
後
工
事
は
順
調
に
進
だ
。
切
で
＇
、

ん
で
八
月
六
日
に
上
棟
式
を
⑧
x

ね
あ
せ
、
微
熱
な
ど
⑦
x
血
か
ら
と

行
い
、
遂
に
十
九
日
に
工
事
は
結
核
特
有
の
症
状
で
は
あ
わ
て

は
完
成
し
ま
し
た
。
な
い
。
他
の
病
気
で
も
こ
結
核
は
干
い
手
当
で
な

琥
さ
き
に
田
口
重
夫
さ
ん
ら
大
っ
た
金
一
工
十
三
万
九
千
五
百

こ
の
建
築
に
要
し
た
総
経
う
云
う
症
状
は
あ
る
し
、
お
る
し
、
早
い
う
ち
な
ら

9

正
九
年
佐
貰
小
学
校
卒
業
生
円
を
役
場
に
寄
附
さ
れ
た
こ

1

費
は
約
六
十
二
万
円
で
す

3

結
核
が
相
当
進
ん
で
も
こ
必
ず
健
康
に
な
れ
る
。
む

四
十
八
名
が
佐
貰
中
学
校
の
と
は
前
に
お
知
ら
せ
し
た
通

こ
の
程
蔵
書
の
配
列
を
終
ん
な
自
覚
症
状
は
な
い
こ
し
ろ
本
人
が
自
ボ
ィ
る
か

·
図
書
館
建
築
の
資
金
に
し
て
り
で
す
か
、
村
で
は
早
速
感

っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
書
籍
に
と
が
多
い
。
お
医
考
さ
ん
ら
血
を
は
い
た
こ
と
で
始

第
下
さ
い
と
皆
ん
な
で
出
し
合
激
し
て
予
算
を
と
り
、
設
計

員
直
量

'
’
9
9
`

這
丘
"
[
謬
□

只
噂
直
賃□
ぺ
炉
汀
。

9
9
照
か
さ
れ
ま
し
た
。
見
な
い
と
診
断
で
き
な
い
⑧
x
こ
ど
も
の
結
核
は
大

f
ゃ
｀
絵
規
類
九
五
、
哲
学
三

0
、
④

0

陰
性
の
人
は
ま
た
結
変
危
険
だ

c

赤
ち
ゃ
ん
を

徒
地
理
歴
史
―
―

1
0
、
社
会
一
核
に
感
染
し
て
い
な
い
。
病
人
に
近
づ
け
て
は
い
け

生

0

―
-
、
自
然
科
学
二
九
五
、
し
か
し
い
つ
感
染
す
る
か
・
な
い
し
、

B
O
G
の
予
防

の中
産
業
一
一
七
、
工
業
―
1
0、
芸
わ
か
ら
な
い
。
感
染
し
て
注
射
を
受
け
て
お
く
必
要

二
，
書
術
三
一
、
語
学
五
一
、
文
学
も
発
病
す
る
と
は
限
ら
な
が
あ
る
。
‘

鬱

8

，
読

h
-五
九
、
教
育
図
書
一
0
0

い
が
B
C
G

の
予
防
注
射

＾
晨
て
⑨
x
日
光
で
結
核
菌
が
死

こ
合
計
一
、
二
三

0
冊
あ
る
と
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ

:
1

ー
1
,
‘
,
9
・
：
絡
（
ぬ
こ
と
と
事
実
で
、
夜
具

,
、
'
じ
督
魯
‘
ク
L

な
，
、
、
王
了
館
の
こ
と
で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
る
。

競
：
‘
が
1
1
4
9
,
?
'
‘
9
、
'
な
ど
の
日
光
消
毒
は
必
要

'
¢
ン
が
・
書
ど
し
ど
し
充
実
さ
せ
て
い
＜
⑤

x

陽
性
の
人
は
、
結
核

図
だ
か
、
体
内
の
結
核
苗
は

報
'
:
[
}
汲
！
心

9
9松
,
沼
'
設
と
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
に
感
染
し
て
い
る
し
る
し
死
な
な
い
。
患
者
が
日
光

こ
｝
心
<
`
貨
，
新
こ
の
設
備
と
こ
の
内
容
‘
だ
が
、
感
染
と
発
病
は
別
浴
す
る
と
、
む
し
ろ
病
気

校
明
る
い
モ
タ
ン
な
独
立
し
た
物
、
感
染
し
て
も
発
病
し

栞
評
＇
―
i
5
り
学
図
書
館
は
県
内
で
も
珍
ら
し
な
い
で
す
ん
で
し
ま
う
人
が
悪
化
す
る
。

廣
ゞ
~
此
一
」

9
5
ぃ
と
の
こ
と
で
す
（
総
務
課
の
ほ
う
が
多
い
。
·
陽
性
に
⑲

x
体
格
に
関
係
な
く
感

F～
ご
仔
～

5
/

，
佐
な
っ
て
一
年
間
も
無
事
な
染
し
、
発
病
す
る
、
有
名

．
【
結
核
ク
イ
ズ
の
答
】
ら
だ
い
た
い
安
心
し
て
よ
な
ス
ボ
ー
ツ
マ
ン
で
も
結

村
4
h
5、

、
A
9
尼
．
．
．
し
一
①

X

ニ
コ
チ
ン
に
殺
苗
力
い
。
核
で
た
お
れ
た
人
が
多

こ
は
な
い
。
だ
か
ら
タ
バ
コ

®
x

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
い
。
健
康
診
断
は
必
ず
受

亨
、
笠
を
吸
っ
て
も
何
に
も
な
ら
が
陰
性
か
ら
陽
性
に
な
っ
け
よ
う
。

手
〔
赦
育
雑
報
〕
県
教
委
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。
（
以
上
二
年
生
）

0
明
和
村
者
年
園
ち
、
家
庭
に
お
け
る
人
間
関

0

敬
老
会
―
-
、
陸
上
競
技
俊
足
係
特
に
母
と
子
の
問
題
、
婦

明
〇
教
育
委
員
の
異
動
本
年
度
の
敬
老
会
は
、
婦
人
豆
中

□
□口
炉
冠
百
米
昭
和
三
十
年
一

1一
月
一
日
新5
A
[
〗
:
[
[
[
5

直
[

任
期
一
年
の
石
村
磯
次
郎
氏
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
走
巾
跳
村
発
足
以
来
、
懸
案
と
な
っ
剣
に
取
組
み
、
研
究
討
議
の

が
任
期
満
了
退
任
と
な
っ
た
催
、
教
育
委
員
会
の
後
援
で
梅
中
片
岡
勇
三
千
米
て
い
た
青
年
団
の
統
合
問
題
結
果
、
次
の
四
項
に
つ
い
て

．
の
で
、
後
任
と
し
て
竹
越
良
東
中
西
の
三
地
区
で
盛
大
に
仝
町
田
光
代
二
百
米
も
、
今
春
以
来
、
幾
多
の
困
之
が
実
現
を
期
す
る
た
め
各

之
助
氏
が
十
月
一
日
就
任
し
開
催
さ
れ
た
。
満
七
十
才
以
佐
中
泉
田
五
郎
一

1一
千
米
難
と
戦
い
な
が
ら
、
着
々
と
関
係
方
面
に
要
望
す
る
こ
と

上
の
お
年
寄
は
次
の
通
り
。
三
、
体
操
話
合
い
を
す
す
め
た
甲
斐
が
を
き
め
た
。

東
池
区
―

l
O
三
人
郡
大
会
で
綜
合
優
勝
し
た
佐
あ
っ
て
、
円
満
裡
に
解
決
を

0
体
育
指
導
委
員

1

水
泳
場
の
開
設
と
水
泳
指

中
地
区
一
四
九
人
中
体
操
部
選
手
七
名
が
出
場
見
、
九
月
二
十
九
日
、
梅
中

地
方
体
育
指
導
組
織
を
碓
立
西
地
区
―
―
―
七
人
す
る
。
に
お
い
て
結
成
総
会
を
開
き
尊
の
実
施
を
望
む
。

し
、
そ
の
活
潜
な
活
動
を
と
計
四
七
九
人
斎
藤
長
作
大
谷
宣

mg
明
和
村
青
年
団
が
め
で
た
く
2

部
落
毎
に
子
供
の
遊
び
場

お
し
て
、
生
活
に
直
結
し
た
右
の
内
、
満
九
十
才
以
上
は
落
合
寛
治
石
崎
敏
勝
誕
生
し
た
。
初
代
団
長
に
は
の
設
置
を
望
む
。

B

ス
ポ
ー
ソ
の
振
腿
を
図
る
た
四
人
で
あ
る
。
折
原
武
雄
篠
木
律
子
石
村
実
君
が
推
さ
れ
、
次
の
3
毎
月
一
、
一
一
回
の
定
休
日

5

め
、
全
国
市
町
村
に
体
育
指

0

中
体
連
縣
大
会
川
島
雅
子
（
全
部
三
年
生
）
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
勇
ま
の
設
定
を
望
む
。

ー
．
導
委
員
を
設
笛
す
る
こ
と
と
派
遣
選
手0
国
体
選
手
は
げ
し
く
ス
タ
ー
ト
し
た
。
将
来

な
り
、
本
村
で
は
次
の
四
氏
の
活
躍
と
発
展
を
祈
る
。
4
、
成
人
式
は
夏
季
に
実
施

月
｀
邑
楽
郡
代
表
と
し
て
、
県
大
ま
し
の
会
す
る
こ
と
を
望
む
。

が
県
教
育
委
員
会
か
ら
指
導

1
集
合
の
時
間
を
守
ろ
う
。

1

ー
会
に
派
遣
さ
れ
る
本
村
関
係
本
村
青
年
団
員
田
口
忠
幸
君

ー
委
員
を
委
澤
ざ
れ
た
。
5
水
道
施
設
実
施
の
た
め
準

の
選
手
は
次
の
通
り
。
(
-
―
―
一
オ
）
が
重
盈
挙
群
馬
2
仲
間
意
識
を
高
め
よ
う
。

一
、
柔
道
県
代
表
と
し
て
、
十
月
二
十

3
豊
か
で
明
る
い
村
造
り
を
備
貯
金
の
奨
励
を
望
む
。

年
：
竹
越
啓
一
郎
（
川
俣
）

始
沢
頂
信
（
梅
原
）

2

郡
大
会
で
優
勝
し
た
佐
中
柔
六
日
か
ら
静
岡
で
開
か
れ
る
し
ょ
う
。
婦
人
会
の
最
近
の
姿
は
誠
に

通
部
選
手
八
名
。
国
体
に
出
場
す
る
こ
と
と
な
4
グ
ル
ー
プ
活
動
を
推
進
し
立
脈
で
あ
る
そ
の
活
動
は
真

，
柿
沼
一
雄
（
江
口
）

田
口
和
行
遠
藤
武
男
っ
た
の
で
、
明
和
村
青
年
団
ょ
う
。
剣
で
、
本
当
に
心
強
さ
を
覚

和
浦
野
和
夫
（
新
里
）

昭
〇
健
康
優
良
兒
童
張
谷
正
征
島
田
喬
の
主
催
で
、
十
月
二
十
四
日
え
る
。
こ
の
婦
人
会
の
切
な

佐
小
六
年
石
川
泉
君
（
矢
島
島
田
源
中
村
勝
幸
夜
、
役
場
に
お
い
て
励
ま
し
〇
婦
人
会
の
要
望
る
要
望
の
実
現
に
対
し
、
各

忠
雄
七
男
）
が
郡
代
表
と
し
（
以
上
三
年
生
）
の
会
を
開
き
、
田
口
君
の
健
明
和
村
婦
人
会
指
専
者
講
習
方
面
の
理
解
あ
る
協
力
を
望

て
入
選
し
、
十
一
月
三
日
、
村
田
直
喜
血
見
清
斗
を
祝
福
す
る
。
会
で
、
当
面
す
る
課
題
の
う
む
む
の
で
あ
る
。

ば
げ

店
物
、

‘
ぽ
が
大
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村
長

学
校
統
合
ど
・
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p
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............................................................................ 
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通
学
距
離
の
問
題

学
校
の
規
横
に
就
て
は
、
こ
こ
に
一
番
大
き
な
抵
抗

日
赦
員
組
織
の
上
か
ら
、
目
ぱ
、
通
学
距
離
の
問
題
て
あ

絆
費
の
合
削
化
の
ヒ
か
ら
、
る

c

中
学
校
を
一
校
と
す
る

国
字
力
の
上
か
ら
研
究
調
杏
堤
合
、
東
は
斗
合
田
、
西
は

の
結
果
、
小
中
学
校
と
も
十
大
輪
が
通
学
距
離
が
特
に
遠

ニ
乃
至
卜
八
学
級
が
辿
ザ
で
く
な
り
、
小
学
校
を
東
西
の

あ
る
こ
と
は
、
前
け
に
お
い
一
一
校
と
す
る
褐
合
、
中
央
の

て
お
知
ら
サ
し
た
通
り
で
あ
梅
島
小
の
児
沿
を
一
一
分
し
な

る
。
本
村
に
お
け
る
児
・
出
生
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今

徒
敬
の
今
後
の
見
辿
し
ゃ
、
ま
で
一
祁
近
か
っ
た
児
節
か

教
育
聟
の
合
抑
化
や
、
散
育
迅
い
距
離
在
通
学
す
る
こ
と

効
果
の
向
ヒ
な
と
の
訊
，
い
か
＿
と
な
る
の
で
、
こ
こ
に
一
づ

ら
考
え
て
、
学
校
の
統
合
が
の
大
き
た
抵
抗
が
横

{
1わ
る

必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
、
い
一
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
文
部

民
各
位
の
御
納
得
が
珀
け
る
一
省
の
凋
斉
に
か
か
る
通
学
距

こ
と
と
信
ず
る
。
離
の
こ
と
に
つ
い
て
お
知
ら

、
'
,
:
,
‘

新
主
の
御
挨
拶

(1) 昭和 8 3 年 1 月 2 5 日
て力りは完閲 すすい詞の
、下の‘成し本る 希を皆新衷さ為平さ残年も〈望申様春
心つ各和れ村もの御と上にの
よた位なつ計合で健自る心初
り賜の明、画併あ斗信とか頭
感で御るあも以りのを共らに
謝あ支いり一来ま程以に新当
申り援村まつ三すをつ‘年り
上ま御づす一年゜期て明の村
げし協く事つを 待まる祝民

齋
藤
光
太
郎

ま
す
。三十

二
年
度
に
於

て
は
、
消
防
団
の
改

組
、
佐
小
の
図
書
室

新
築
、
役
場
書
庫
改

造
、
土
木
関
係
で
は

年
末
に
小
型
ト
ラ
ッ

ク
購
人
等
を
致
し
ま

し
て
皆
様
方
に
大
変

に
御
協
力
に
預
り
ま

し
た
。
叉
新
農
村
姓
設
に
つ

い
て
も
、
共
同
集
荷
所
六
ケ

所
、
生
治
改
善
施
設
一
り
所

撒
水
施
設
―
―
―
ヶ
所
、
園
芸
特

用
作
物
栽
培
施
設
一
ゲ
所
、

和
牛
飼
育
共
同
施
設
、
自
給

養
豚
共
同
施
設
等
を
施
工

（
目
下
各
工
事
中
）
し
、
村

民
福
祉
の
た
め
に
村
議
会
と

一
体
と
な
り
明
る
い
珂
想
郷

建
設
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

本
年
は
是
非
共
過
去
に
於

発行所明和村役場

和田実
奈艮庄次郎

網睾人
発行人

印刷所 斎藤印刷所
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カ
ラ
ッ
風
と
と
も
に
火

災
が
多
く
な
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
C

眠
る
前
に
も
う
一
度
確

か
め
ま
し
よ
う
。

ポ
ン
プ
百
よ
り

用
心
一
っ

小
中
学
校
に
つ
い
て
実
態
調
眠
、
②
学
習
（
学
校
）
、
③

査
を
行
っ
た
結
果
が
次
の
よ
半
拘
束
（
食
事
、
身
支
度

う
に
示
さ
れ
で
い
る
。
通
学
）
、
囮
自
由
の
四
附

一
、
絞
男
度
と
通
学
距
離
に
に
大
別
し
て
、
そ
の
時
間

つ
い
て
構
成
を
見
る
と
、
次
表
の

1

、
小
学
校
で
は
四
粁
以
上
よ
う
に
な
る
。

は
、
通
学
に
伴
う
疲
労
度
『
一
粁
叫
J
可

が
高
く
、
学
料
上
、
不
利
一
以
内
」
1
上

せ
し
、
村
民
各
位
の
御
明
察
の
条
件
と
な
る
。
時
間
時
間

を
仰
ぐ
こ
と
と
す
る
。

2
、
中
学
校
の
場
合
は
、
六
睡
眠
一

0
.

―
-
―
0
•
三

-
·
·
·
·
·
·
·
·
、

........... ··.·
●
・

應
犀
輩
の
限
疫
を
定
め
粁
以
内
の
程
度
で
は
、
学
学
習
六
．
互
六
．
虹

る
に
は
、
日
通
学
を
原
因
と
習
に
及
ぼ
す
影
惣
は
少
な
食
事
＿

す
る
児
辛
生
礼
の
政
労
が
学
い
と
考
え
ら
れ
る
。
身
支
度

u
.
o
-

i.
o

豆
に
悪
影
親
を
及
ば
さ
な
い
―
i
、
生
活
時
閻
と
通
学
距
難
通
学
一
・
三
＿
三
．

o

秤
度
の
小
の
で
な
け
れ
ば
な
に
つ
い
て
一

ら
な
い
こ
と
、
口
通
学
に
要
通
学
に
投
す
る
時
間
ば
、
一
自
由
四
•
一
ー
ニ
・
ニ

一
―

計
＿
二
四·O三
四
．o

す
る
時
閻
が
児
釣
生
祉
の
生
一
正
常
な
生
活
時
間
構
成
に
-
―

柄
時
固
構
成
の
均
衡
を
失
わ
無
理
の
生
じ
な
い
範
囲
の

一
’
・
ー
：
＇
，
＇
—
—
’

せ
な
い
秤
度
の
も
の
で
な
け
も
の
で
な
け
れ
は
な
ら
な
＝
．
一
、
通
学
肝
妍
の
限
界
に
つ

れ
は
な
ち
な
い
こ
と
の
一
一
点
い
。
即
ち
通
学
時
間
か
自
い
て

か
ら
考
恋
し
な
け
れ
ば
な
ら
＿
習
時
間
や
自
巾
時
閻
を
不
以
上
の
実
隈
謁
杏
の
結
果

—— 

な
い
。
当
に
斤
縮
す
る
も
の
で
あ
―
か
ら
、
通
学
即
離
の
限
界

男
化
科
学
研
究
所
の
協
力
っ
て
は
な
ら
な
い
。
児
粕
ー
を
求
め
れ
ば
次
の
よ
う
に

を
街
て
、
茨
城
肌
茨
域
町
の
生
徒
の
生
活
内
容
を
①
睡
―
考
え
ら
れ
る
。

＿
小
学
校
四
粁
以
内

i

i

-

中
学
校
六
粁
以
内

て
実
施
出
来
柑
な
か
っ
た
事
と
鍔
と
懇
談
を
い
た
し
円
沿
一

や
又
悪
か
っ
た
事
を
大
い
に
に
こ
れ
が
解
決
し
小
学
校
―
―
一
（
右
は
平
担
地
従
歩
涌
学

一
の
場
合
）

改
め
、
皆
様
の
御
期
待
に
そ
校
、
中
学
校
一
校
に
で
小
統

右
の
調
杏
に
も
と
ず
い
て

う
よ
う
努
力
を
孵
う
も
の
で
廃
合
を
行
ひ
、
政
府
の
考
え

本
村
の
場
合
を
み
る
と
、
小

あ
り
ま
す
。
居
る
構
想
に
依
る
統
合
を
実

学
校
を
二
、
中
学
校
を
一
と

本
年
事
業
の
一
っ
と
し
て
行
に
う
つ
し
た
し
と
存
じ
ま

＿
し
た
と
き
そ
の
最
遠
距
離
は

有
線
放
送
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
又
限
立
小
泉
殷
業
高
等
――

小
学
に
お
い
て
三
粁
、
中
学

し
て
広
報
活
動
の
た
め
寄
与
学
校
佐
四
分
校
に
つ
い
て
は

に
お
い
て
四
粁
余
と
な
る
の

い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
閃
係
市
町
村
と
よ
く
協
議
し
一

で
、
こ
の
点
か
ら
は
、
数
育

其
の
際
は
皆
様
方
に
よ
り
一
て
館
林
分
校
と
の
統
合
の
実
＿

上
大
き
な
支
即
は
な
い
と
い

屈
の
物
心
両
面
の
御
協
力
を
現
を
促
進
し
に
い
と
考
え
て

i
う
結
論
に
達
す
る
。

切
に
御
願
ひ
申
上
ま
す
。
次
い
ま
す
。

一
村
民
各
代
が
、
村
の
将
来

は
小
中
学
校
の
統
廂
合
で
あ
次
に
地
元
民
の
要
苧
で
九
り

一
子
供
の
将
来
を
考
え
て
預
い

り
ま
す
。
こ
の
問
囮
は
教
育
ま
す
と
こ
ろ
の
大
宇
大
輪
の

一
て
、
わ
が
村
の
学
校
統
合
が

委
貝
会
に
於
て
話
組
に
は
な
一
部
を
館
林
に
合
併
し
境
界
――

-
R
叱
早
く
、
円
滑
に
実
現

り
ま
す
が
事
か
大
き
い
の
で
を
変
吏
し
よ
う
と
す
る
案
も
一

＿
で
き
る
よ
う
に
御
旗
力
下
さ

中
々
む
づ
か
し
い
と
存
じ
ま
相
手
方
館
林
市
と
尚
一
園
話
一

―
る
こ
と
を
切
望
す
る
次
オ
で

す
が
、
全
国
的
に
合
枡
町
村
し
合
い
、
今
年
こ
そ
実
現
す
一

あ
る
。

に
於
て
は
各
地
に
於
て
小
中
る
よ
う
に
考
え
る
も
の
で
あ

学
校
の
統
合
を
行
っ
た
町
村
り
ま
す
。
ど
う
か
特
様
、
深
一

も
あ
り
ま
す
。
町
村
が
合
併
い
御
即
解
と
御
協
力
を
直
ね
：
i
ー
＜

し
て
小
学
校
の
統
合
を
行
わ
て
御
願
ひ
致
す
も
の
で
あ
り
一

な
け
れ
げ
町
村
の
I
I
J
政
的
に
ま
す
。
一

も
教
育
面
に
於
て
も
其
の
実
年
碩
に
当
り
ま
し
て
村
民
一

績
が
上
ら
ず
合
併
の
意
義
を
各
位
の
御
健
肪
と
御
多
幸
を
―

な
さ
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
一

で
村
議
会
、
教
育
委
貝
会
や
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
一

各
種
団
体
、
村
民
の
皆
様
方
―

-....5) 



年
頭
の
あ
い
さ
つ

明
和
村
議
会
議
長
坂
上
義
兵

日
昭
和
三
十
三
年
の
新
春
を
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
村
当

5

迎
え
謹
ん
で
村
民
の
多
幸
を
局
の
努
力
は
勿
論
で
あ
り
ま

2

祈
り
ま
す
。
本
村
も
発
足
し
す
が
、
す
ぺ
て
村
民
の
協
力

月
て
絃
に
一1
一
年
に
な
り
ま
ず
が
の
賜
で
あ
り
私
達
は
心
か
ら

ー
合
柑
当
時
の
建
設
計
血
で
あ
感
謝
申
上
げ
て
居
り
ま
す
。

F

っ
た
枷
島
小
学
校
の
削
築
や
柑
し
村
迅
り
の
前
途
は
ま
だ

役
場
庁
舎
の
新
築
、
消
防
装
ま
だ
困
難
の
問
題
が

1
1
1積
し

3
 備
の
近
代
化
等
も
冥
現
し
、
て
居
り
、
こ
れ
を
解
決
し
て

0
0
 

＂
土
木
産
業
関
係
の
施
策
も
着
名
実
共
に
堅
実
な
明
和
村
と

々
実
施
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
す
る
に
は
、
私
逹
村
民
の
一

開
幸
に
三
十
一
年
度
の
決
算
は
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま

百
一
―-
1
一
万
の
胆
字
財
政
と
す
。
町
村
合
併
は
す
で
に
全

な
り
、
三
十
二
年
段
も
又
黒
国
的
に
完
成
の
城
に
逹
し
、

字
財
政
を
約
束
出
来
る
状
態
今
度
は
府
県
の
統
合
か
或
は

明 和 村 廣 報

内
で
栄
養
は
勿
論
吸
牧
し
ま

す
が
、
体
内
よ
り
排
出
す
る

毒
そ
が
、
色
々
の
病
気
の
基

と
な
り
ま
す
。

昭
和
一
二
十
三
年
こ
そ
全
員

一
検
使
を
行
ひ
駆
虫
に
努
め
、

健
康
で
明
る
い
村
に
な
り
た

明
和
村
合
併
以
来
、
村
民
り
検
便
を
行
ふ
方
々
が
約
半

の
方
々
の
健
康
を
オ
一
に
考
数
で
は
、
目
的
は
達
せ
ら
れ

祝
え
、
ま
す
寄
生
虫
の
駆
除
を
ま
せ
ん
。
い
と
心
か
ら
希
望
す
る
次
牙

で
す
。

〇
昭
和
三
十
年
よ
り
婦
人
会
の
本
村
の
国
保
の
受
診
率
を

献
身
的
な
お
骨
折
り
に
よ
り
見
ま
す
と
二

0
九
％
と
な
っ

2
 始
め
ま
し
た
。
て
居
り
、

第
附
鳥
県
の
平
均
ぱ
七
割
か
全
国
平
均

ら
八
刈
り
リ
犀
生
虫
が
あ
る
と
よ
り
約
四

い
い
れ
ま
す
が
、
年
々
当
村

0
％
か
ら

の
検
芥
成
紐
は
下
が
っ
て
、
の
高
率
を

昭
和
一
二
十
一
一
年
度
に
三
一
・
示
し
て
居

J
ハ
％
な
リ
ま
し
た
か
、
本
年
り
ま
す
。

の
成
績
は
左
図
の
よ
う
な
結

r
-
1指

果
で
す
。
腸
虫
は
毎

村
で
は
無
料
で
検
便
を
行
一
日
小
量
な

ひ
、
駅
山
に
は
補
助
を
行
っ
が
ら
血
液

て
こ
れ
が
撲
滅
を
計
っ
て
居
＃
吸
い
、

り
ま
す
が
、
表
に
も
あ
る
通
姻
虫
は
開

(2) 
r
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計
試
単
位
の
単
純
化
①
ワ
イ
シ
ャ
ツ
の
カ
ラ
ー
は

i
こ
そ
は
、
産
業
経
済
の
現
在
一
五
（
三
八
）
と
な
っ
て

道
発
展
と
文
化
の
向
上
の
お
り
｀
こ
れ
は
一
五
ィ
ン
チ

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
（
三
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

ヽ
る
が
、
我
が
国
で
は
い
の
意
味
で
す
が
、
こ
れ
を
逆

ま
だ
、
尺
貫
、
ヤ
ー
ド
に
し
て
三
八
(
-
五
）
と
な

法
ボ
ン
ド
の
ま
ヽ
今
日
に
お
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

J
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
②
足
袋
は
一

0
文
七
分
は
二

レト
国
で
は
昭
和
三
十
四
年
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
い
う

-
―
月
一
日
よ
り
メ
ー
ト
よ
う
に
、
靴
、
帽
子
等
各
組

ル
法
完
全
使
用
日
と
定
合
、
団
体
で
も
既
に
成
案
を

め
中
央
、
地
方
を
問
わ
得
て
実
行
に
入
る
ば
か
り
に

`’ 
一
ず
、
官
民
一
体
と
な
っ
な
っ
て
い
ま
す
。

て
こ
の
実
施
運
動
を
行
明
年
の
一
月
ま
で
に
は
お

っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
互
に
メ
ー
ト
ル
法
を
身
に
つ

で
わ
一
、
二
例
を
取
っ
て
ー
け
て
時
代
に
遅
れ
な
い
よ
う

見
る
と
、
衣
料
品
に
つ
い
て
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

...................................................................................... 

＊
牙
三
次
自
衛
官
募
集
玲

た
だ
今
、
自
衛
官
の
募
集
ま
す
。
給
与
は
衣
食
住
の
外

中
で
す
。
自
衛
隊
は
、
わ
が
に
初
任
給
六
、
一
五
0
円
支

国
の
平
和
と
独
立
を
守
り
国
給
さ
れ
、
そ
の
外
い
ろ
い
ろ

の
安
全
を
保
っ
た
め
直
接
侵
の
手
当
の
支
給
も
あ
り
、
退

略
及
び
間
接
侵
略
に
対
し
わ
職
金
は
陸
士
で
日
額
の
百
日

が
国
を
防
衛
す
る
こ
と
を
主
分
、
海
士
で
百
五
十
日
分
の

た
る
任
務
と
し
必
要
に
応
じ
支
給
が
あ
り
ま
す
。

公
共
の
秩
序
の
維
持
に
当
る
そ
の
他
在
隊
中
防
衛
大
学

こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
校
や
繰
縦
学
生
に
応
募
す
る

応
募
資
格
は
来
る
三
月
一
こ
と
も
で
き
る
し
、
又
夜
間

日
現
在
で
年
令
が
満
十
八
オ
の
高
校
や
大
学
に
通
学
す
る

以
上
二
十
五
才
未
満
の
男
子
こ
と
も
で
き
、
恩
給
法
の
適

の
方
は
ど
な
た
で
も
応
蒻
で
用
も
あ
り
ま
す
。

き
ま
す
。
前
回
の
オ
ニ
次
募
集
に
本

受
付
は
一
月
十
一
日
ま
で
村
で
は
十
一
人
の
応
券
者
が

で
、
役
場
の
総
務
課
庶
務
係
あ
り
ま
し
た
。

に
詳
し
い
こ
と
は
お
聞
き
下
今
回
も
ふ
る
っ
て
応
幕
し

さ
い
。
試
験
は
一
月
下
旬
入
て
下
さ
い

豚
は
三
月
以
降
逐
次
入
陪
し

i
・
・
ー
・
・
、

.. 
ヽ
・
・
ー
．
｝
．
i
・
‘
ー

.. 
ー.. 
ー... 

六
世
帯
合
計
金
一
九
、
六
0

歳
末
た
す
け
合
運
動

0
円
を
歳
末
慰
問
金
と
し
て

i
)
.
,
 .. ‘ 
... l
・
、
.. 
‘
ー
．
‘
l
..... 
‘ 
... ‘
i
差
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
他
県

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
内
外
の
施
骰
に
入
っ
て
居
る

i

!

 

.. 

i
!
．
i
,
．
昨
年
末
社
会
福
祉
協
議
会
の
者
に
対
し
て
も
慰
問
品
を
送

役
員
の
人
達
が
主
体
と
な
り
り
ま
し
た
。

適
州
制
の
実
施
さ
れ
る
日
も

こ
の
資
金
の
募
金
に
あ
た
り
募
金
総
額
四
七
，
六
四
0
円

近
い
と
思
い
ま
す
。
。
こ
う

ま
し
た
と
こ
ろ
、
村
民
各
位

し
た
時
勢
の
う
ち
に
村
の
行

政
区
画
が
依
然
と
し
て
昔
の

ま
ま
で
あ
り
、
小
中
学
校
が
の
御
理
解
と
御
同
情
に
よ
り
東
武
労
組
家
族
会

ま
し
て
左
記
の
よ
う
な
好
成
よ
り
学
童
に
学
用

績
を
牧
め
得
ま
し
た
の
で
、
品
贈
る

合
併
前
の
姿
で
残
り
、
農
業

そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ
い
た

協
同
組
合
が
旧
村
単
位
に
存

在
す
る
こ
と
が
果
し
て
許
さ
東
武
労
組
J
I
l
俣
地
区
家
族

し
ま
す
。
今
後
共
明
る
い
地

れ
る
か
ど
う
か
、
ま
さ
に
村
会
で
は
、
会
員
に
呼
か
け
歳

域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
尚

民
の
熟
考
を
要
す
る
所
で
あ
末
た
す
け
あ
い
基
金
を
あ
っ

一
層
の
御
協
力
を
お
願
い
い

り
、
村
行
政
の
軍
要
課
題
で
め
、
会
長
久
保
庭
ョ
シ
ミ
さ

た
し
ま
す
。

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題
ん
等
五
名
の
代
表
者
が
金
一

1
一

は
村
民
自
ら
の
手
で
解
決
す
っ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
集
干
二
百
三
十
円
を
役
場
に
届

け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
学
用

べ
き
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
め
ま
し
た
資
金
の
内
よ
り
昨

無
理
も
せ
ず
強
制
も
な
く
村
年
末
生
活
に
困
る
人
達
に
対
品
を
購
入
し
て
学
童
に
対
し

し
て
一
世
帯
―
i

O
O

円
宛
九
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
物
と
し
て

民
の
与
論
の
力
で
、
そ
し
て

村
民
の
総
意
で
実
現
さ
れ
る

日
の
近
か
ら
ん
こ
と
を
期
待
二
世
帯
、
在
宅
結
核
患
者
に
差
あ
げ
る
。

し
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
対
し
て
一
世
帯
―

1
0
0円
宛

ヽ

血
液
ゃ
栄
養
を

吸
う
寄
生
虫

5
0
-
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あ
り
ま
す
が
、
村
民
税
の
現

昭
和
一
二
十
三
年
度
喜
税
率
、
村
民
負
担
の
現

一
の
村
民
税
の
減
税
―[
5誌
"
[
昇
謬

約
二

0
0

万
円
す
と
、
国
の
方
針
に
則
り
、

こ
の
際
、
負
担
を
幾
分
な
り

所
得
割
税
李
の
引
下
げ
と
も
軽
滅
す
る
こ
と
が
適
当

年
間
所
得
二
五
七
、
一
三

0
円

(
3
2年
度
）
と
考
へ
、
昭
和
三
十
一

1
一
年
度

万
円
の
人
の
算
古
四
、
万
四
0
円
翁
年
度
）
以
降
の
村
民
税
に
つ
い
て
は

出
所
得
割
―
-
、
六
八

0
円
の
滅
(
3
7
%
)
次
の
表
の
通
り
所
得
割
の
税

昨
年
、
国
で
は
所
得
税
の
で
す
。
一
方
財
源
に
乏
し
い
率
を
引
下
げ
る
こ
と
に
な
り

一
千
億
円
滅
税
を
行
い
、
又
町
村
に
於
て
は
、
現
在
の
行
ま
し
た
。

一
・
年
も
、
国
民
の
負
担
を
軽
政
水
準
を
維
持
発
展
さ
せ
て
所
得
が
昨
年
と
同
じ
と
し

.
i
す
る
よ
う
、
税
法
の
改
正
行
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
ま
す
と
、
約
二
百
万
円
の
減

｝
行
は
う
と
し
て
い
る
よ
う
も
財
源
の
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
税
と
な
り
ま
す
。

昭
和
三
十
二
年
度
昭
和
三
十
三
年
度
一
昭
和
三
十
四
年
度
以
降

金
額
一
税
率
ー
ー
釦
額
一
税
率
金
額
一
税
率

―-
1万
円
以
下
二
、
八
五
三
万
円
以
下
―
―
％
五
万
円
以
下
―
-
%

三
万
円
を
超
へ
る
一
三
万
円
を
超
へ
る
、
二
五
万
円
を
超
へ
る·

·
1

三
、
八
0
-

―

金
額
浩
額
一
滞
額

八
万
円
／
四
、
七
万
五
万
円
”
=
-
、

0
1
1十
万
円
”
四

十
五
万
円
I
I

五
、
七
0
八
万
円
I
I
-

―
-
、
一
五
十
万
円
”
五

二
十
万
円
I
I

六
、
六
五
十
五
万
円
9
-
―
-
、
五
百
万
円
”
J
ヽ

カ
十
万
円
ヽ
七
、
六

0

¥
 
1
-
j
-
万
円
“
四
、
一
百
五
十
万
円
＂
七

八
十
万
円
ク
八
、
五
五
三
十
万
円
”
四
、
四

万
十
万
円
I
I

万
、
四

八
十
万
円
I
I

五
、
五

百
万
円
”
六
、
三

百
一
．
十
万
円
／
六
、
五

挫
除
后
の
金
額
（
課
税
楔
準
一
額
）
所
得
金
額
二
五
万
円
を

を減本

金
額
1
1
給
与
控
除
、
甚
礎

成
人
と
し
て
の

門
出
を
就
福
す
る
成
年
式

一
月
十
五
日
あ
い
に
く
の
一
品
の
贈
呈
、
来
賓
の
祝
辞
、

雨
天
に
も
か
＼
わ
ら
ず
、
梅
代
表
者
坂
庭
秀
夫
君
の
答
辞

島
中
学
校
に
お
い
て
、
来
賓
あ
り
成
年
式
を
終
了
。

列
席
の
も
と
に
盛
大
に
行
は
終
っ
て
、
映
画
「
若
い
世

れ
た
。
代
」
「
乳
母
車
」
を
上
映
、

斎
藤
村
長
の
挨
拶
、
記
念
解
散
し
た
。

ー
・
・
山
じ

ス

和
一
．
i
,

... 

祝
辞

成
人
の
日
の
佳
き
を
迎
え

ら
れ
た
青
年
諸
君
の
輝
し
い

人
生
の
門
出
を
心
か
ら
祝
福

で
き
ま
す
こ
と
は
こ
の
上
な

い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。

諸
君
は
今
や
新
日
本
の
創

造
に
参
画
す
る
公
民
た
る
資

格
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
栄
誉
と

重
責
を
思
う

と
き
、
若
々

し
い
理
想
、

熱
情
を
さ
ヽ

げ
て
何
を
な

す
べ
き
か
の

自
負
に
燃
え

て
い
る
こ
と

と
思
い
ま

す
。私

は
成
人

に
な
ら
れ
た

諸
君
に
次
の

三
つ
の
こ
と

を
は
な
む
け

と
し
て
望
み

た
い
の
で
あ

り
ま
す
。

才
一
に
勇

気
と
自
信
を

も
っ
て
送
し

く
生
き
て
は

成 年 式 記 念 撮
，
影

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
青
会
で
あ
り
、
お
互
の
力
を
合

年
達
が
退
し
さ
を
欠
い
て
い
せ
る
こ
と
に
よ
り
個
人
と
社

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
戦
会
の
進
歩
も
期
待
さ
れ
、
民

後
の
虚
無
的
な
生
活
感
情
は
主
的
の
社
会
と
人
間
は
公
的

い
ま
だ
に
十
分
に
克
服
さ
れ
精
神
の
中
に
お
い
て
発
展
い

た
の
で
は
な
く
、
複
雑
な
近
た
し
ま
す
。

代
社
会
機
構
は
稚
々
も
す
る
才
一

1
一
は
良
識
で
あ
り
ま
す

と
人
間
性
を
喪
失
し
自
己
の
片
々
た
る
事
象
や
一
方
的
考

頭
脳
で
物
を
考
え
ず
他
人
の
え
に
と
ら
わ
れ
た
時
誤
り
と

言
葉
や
思
想
を
う
の
み
に
し
不
幸
は
生
じ
ま
す
。
諸
君
は

自
己
の
無
力
感
と
更
に
国
家
ァ
ン
パ
ラ
ン
ス
を
敏
感
に
感

的
使
命
の
喪
失
感
を
よ
び
、
得
で
き
る
能
力
、
比
較
と
つ

劣
等
感
と
孤
独
感
に
落
ち
り
あ
い
の
感
覚
、
政
治
的
に

こ
む
危
険
を
蔵
し
て
お
り
ま
洗
練
さ
れ
た
感
覚
即
ち
綜
合

す
。
諸
君
は
勇
気
と
自
信
を
的
に
事
物
を
判
断
で
き
る
良

持
ち
、
自
己
の
仕
事
に
生
甲
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
ゞ
き

斐
を
感
じ
、
全
力
を
つ
く
し
た
い
。
飛
躍
し
た
科
学
技
術

て
所
信
に
た
ち
た
む
か
う
強
に
追
い
つ
け
な
い
政
治
の
遅

い
精
神
力
を
も
っ
て
い
た
だ
れ
方
は
人
類
を
し
て
不
安
と

き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
不
幸
か
ら
脱
却
さ
せ
る
こ
と

が
な
い
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

オ
ニ
は
責
任
感
と
公
的
精

青
年
こ
そ
新
日
本
創
造
の

神
で
あ
り
ま
す
。
極
端
な
解

社
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り

ま
す
。
諸
君
が
強
い
意
志
と

放
感
は
道
義
の
ゆ
る
み
や
四

仔
感
の
欠
如
を
も
た
ら
し
ま

社
会
的
正
義
に
つ
い
て
の
公

的
精
神
と
健
全
な
良
識
を
も

す
。
民
主
社
会
の
進
展
は
諸

ち
、
平
和
を
希
求
し
、
相
携

涅
の
一
人
一
人
が
自
ら
の
責

え
て
精
進
す
る
と
き
、
我
国

任
を
自
覚
し
、
具
体
的
行
為

の
再
建
も
力
強
く
前
進
す
る

に
よ
っ
て
こ
れ
を
遂
行
す
る

＿
こ
と
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

こ
と
か
ら
始
り
ま
す
。

自
民
の
利
益
を
守
る
だ
け
一
言
申
上
げ
て
祝
福
の
言
葉

、
こ
し
ま
す
。

昭
和
三
十
三
年
一
月
十
五
日

の
打
算
的
功
利
的
な
考
え
で
と
し
t

生
活
す
る
こ
と
は
卑
屈
で
あ
群
馬
県
教
育
委
員
会

り
ま
す
。
社
会
は
共
同
の
社
教
育
長
黒
沢
得
男
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に
と
る
と
が
始
ま
る
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け
で
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伺
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特
に
お
願
い
致
し
ま
す
。
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税
務
だ
よ
り
ん
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一
応
用
紙
等
御
送
り
致
し

H
村
税
の
納
入
に
つ
い
て
ま
し
た
が
、
お
届
き
に
な
ら

の
協
力
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
な
い
向
は
、
役
場
税
務
課
ヘ

す
。
請
求
の
上
、
期
日
ま
で
に
御

昭
和
三
十
二
年
も
終
り
を
一
捉
出
下
ざ
い
。

告
げ
、
昭
和
三
十
一
一
年
度
村
一
国
勤
務
先
か
ら
う
け
た
諒

税
に
つ
い
て
は
、
一
応
令
書
一
泉
徴
牧
漂
を
紛
失
し
な
い
よ

の
発
付
等
は
全
部
終
了
し
た
う
に
。

わ
け
で
す
が
、
こ
の
間
各
納
一
昨
年
中
の
給
与
を
記
入
し

た
徴
牧
栗
を
夫
々
勤
務
先
か

ら
受
領
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

税
者
に
は
、
御
協
力
を
賜
り

が
、
そ
れ
は
村
民
税
の
申
告

お
蔭
を
も
っ
て
、
良
好
な
納

税
成
績
を
お
さ
め
て
を
り
ま
の
際
に
貼
っ
て
出
さ
な
け
れ

す
。
尚
本
年
四
月
か
ら
、
昭
ば
な
り
ま
せ
ん
か
ら
大
切
に

和
三
卜
三
年
度
村
税
の
徴
牧
保
存
し
て
を
い
て
下
さ
い
。
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